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　その日、春のそよ風に前髪を揺らしながら、彼女は穏やかな午後を過ごしていた。

　昨夜から読んでいた大好きな恋愛小説を読み終え、ほうっとため息を溢す。国内で今流行している女流作家の新作だが、町娘が吟遊詩人と出会い恋に落ちるシーンは今思い返しても心が震える。

（私もこんな恋をしてみたいものだけど……きっと無理ね）

　夢物語から目が覚めたような気分で、セシリアは暗いため息を漏らした。

　リフ王国の第二王女。それが彼女の立場だ。

　眼下に広がる城下町は活気に溢れている。そこは先ほどまで読んでいた小説の町娘がどこかに潜んでいるのではと思わせるほど、人が集まり賑わっていた。

　リフ王国は海に面した豊かな国だ。広大な土地は土もよく肥え資源も豊富で、近年はじめた国を挙げての貿易業も順調。数代前までは近くの国々で争いが絶えず、ここもいつどこの国に襲われるかと戦々恐々としていたらしいがそれももう昔の話。今や剣術大会や社交界などで暇を紛らわせる平和な国になっていた。

　セシリアも最近、社交界デビューしたばかりだ。第二王女である彼女も、いずれそれなりの身分の男と結婚する。その際、求められるのは社交場でのダンスや会食会での所作や相応の立ち居振る舞いである。幼い頃からたたき込まれてきた王女としての振る舞いは完璧で、社交界の席でもそつなくこなした。けれど初めての出席以降、セシリアはパーティーに顔を出していない。

　セシリアには一度で十分だったのだ。王宮に引きこもって大半の時間を書庫で過ごす彼女は、初対面で楽しく話が出来るほど社交性に長けているわけもなし、彼らの話題はほとんどが流行の服や新作の香水、そしてゴシップだ。セシリアはそれよりも本が好きだった。庭園に置かれたガーデンチェアに腰を下ろし、緑の匂いを嗅ぎ風に頬をくすぐられながら恋愛小説を読むほうがずっと楽しい。

　今までの慣例からいって王女である自分の結婚相手はそのうち父王が決めるだろう。政略的な婚姻は珍しくないし、そうでなければ王女の嫁ぎ先として相応しい貴族と。

　王女として生まれたからには、政《まつりごと》の駒として一生を過ごす。気持ちなどは関係ない。それがこの世界での常だった。

　不満がないといえば嘘になるが、どうしようもない。だからせめてもの現実逃避として、セシリアは小説の世界に逃げ込んだ。

　町娘となって吟遊詩人と恋に落ちたり、貴族の娘となって海賊と愛の逃避行をしたり。そんな物語に夢中になり、自分が町娘だったら……と思いをはせる日々を過ごしていた。

「セシリア様」

「あら、アンセル」

　ふと声を掛けられ、見れば幼馴染みの近衛兵アンセルだ。

　普段は父王か第一王女についているのが常なのにどうしたことか。そう思いかけて、ハッとする。

「やだ、もうそんな時間？　お姉様は行ってしまわれたの？」

　ほんの少しの筈が随分のんびり過ごしていたらしい。

　今日は大事な日なのだ。第一王女であり姉のクロエが、婚約者である隣国ヴィセルゼンの第一王子の元へ、初の顔見せに向かう。

　隣国といっても海沿いにあるリフと違い、ヴィセルゼン王国は山の頂にある。

　崖と雪に覆われたその国は、以前は要塞都市として外からの侵入を困難にさせ、また攻撃を効果的に行う軍事国家だった。このカルドラ大陸の中で圧倒的な軍事力を誇り、先の大戦では刃向かう国々を撥ね除け、そのほとんどを占領下に置いた大国だ。

　そんな大戦下で幼少時代を過ごしたリフの国王は、自国の無力さを嫌というほど味わった。そのためいつ再び戦争が起きても良いようヴィセルゼンの巨大な軍事力を求め、またヴィセルゼンも土地柄入手困難なリフの豊かな資源を求めた。

　そんな政治的やりとりの証が、クロエとヴィセルゼンの次期国王――レオンハルトとの結婚なのである。

　表向きはヴィセルゼン国王の生誕祭へ、腰を痛めた父王の代わりにクロエが出席するということになっている。だが実際のところは半年後に行われる二人の結婚式の前準備であった。

　そんな、国にとっても姉妹にとっても大事な出発の日、唯一の妹である自分が見送りに間に合わなかったら最悪だ。

　焦って腰を上げるセシリアに、近衛兵アンセルは言いにくそうな顔をした。

「いえ、そ、それが……」

　途端、セシリアは嫌な予感がした。










「――嫌よ」

　姉のクロエはセシリアより三つ年上だ。輝く白金髪に大きな青い目と、まだ幼さを感じさせる甘えたような小さな唇は、まさに絵本にでも登場する甘ったれなお姫様そのもので、どんなわがままも可愛らしく思える愛嬌に満ちている。

　セシリアはやはり始まったかと内心ため息をついた。

　クロエのわがままは珍しいことではない。昔から甘やかされて育てられ、その美貌で何もかもを手に入れてきた彼女は、駄々をこねれば相手が折れることをよく知っていた。妹のセシリアには特に。

　しかし今回は駄々をこねてどうなるものでもない。国同士の取り決めだ。ここで行かなければ当人だけではなく、国の立場が危うくなる。

　さすがのクロエもわかっているだろうと思っていたが、まさかこんな土壇場で抵抗をはじめるとは夢にも思わなかった。

「お姉様、でも……」

「嫌よ！　聞いた？　ヴィセルゼンの第一王子、よその大陸では一人で虎を倒したんですって。野蛮な……きっと熊みたいな男だわ。か弱いあたしなんて片手で握りつぶされてしまうわよ」

　ヴィセルゼンの第一王子レオンハルトは、国一番の剣の使い手と言われており、現在は将軍だ。非常に優秀な軍人であり冷静。気に入らないことがあれば長年の部下にも容赦なくその刃を向ける冷血漢として知られている。クロエが怖じ気づくのも無理はない。

「絶対に行かないわ。行ったら食べられてしまうかも」

「馬鹿なこと言わないで。もう迎えの馬車だって来ているのよ。今更行けませんなんて言えないわ」

　ここに来る途中で城の前に佇む仰々しい馬車や護衛たちをセシリアも見てきた。脚の太い品種で特殊な甲冑をつけた黒い馬や大きな体の兵士たちは、まるでファンタジーの世界から飛び出してきた闇の使いのようだった。しかしそんなことを口にすれば、彼女はますます意固地になってしまうだろう。

　クロエはつんと唇を尖らせる。

「ねえ、アンセル。あなたも嫌でしょう？　あたし帰ってこられないかもしれないわ」

　近くで成り行きを見守っていた近衛兵アンセルは急に話を振られ心底困惑している。

　彼は幼い頃からクロエとセシリアと共にこの王宮で育ってきたので、二人にとっては兄のような存在なのだ。

　クロエがわがままを言い出したら聞かないことを彼もわかっていて、どうしたものかとセシリアに視線を送っている。父王は現在伏せっているが、いたところできっとクロエには強く出られないだろう。なぜなら彼女を一番甘やかした張本人だ。しかしセシリアも同じように甘やかしてきたので、父を責められない。

「お姉様、そんなこと言ったらアンセルも困るわ。……ねえ、こうしていたってお父様の立場が悪くなるだけなのよ」

　女は政治の駒に過ぎない。それは王女として生まれた者の宿命なのだ。子供の頃からそれが正しいあり方なのだと教えられてきた。そこに個人的な感情が入る余地はない。

　本音を言えば、セシリアもクロエには幸せになって欲しい。望んだ相手と結婚してほしいと思っている。セシリアだって時折、ダンスのレッスンや教養の勉強中に逃げ出したい衝動が込み上げるのだ。けれどそれを抑え込み、恭しく微笑む。そうすることが王女として生まれた者の務めだと理解しているからだ。

　セシリアは賢い女だった。だからこそ周囲に求められていることをいち早く察し、努力し習得することが己の責務だと幼い頃からわかっていた。好き嫌いではなく、義務なのだと己を殺した。

　ついさっき読んだばかりの小説にあるような、自由に街を歩き偶然出会った相手と恋をすることなど、王女として生まれれば叶わない夢だ。だから彼女は物語を読んだ。唯一許される想像の中でだけ、彼女は町娘になり恋愛をした。

「それに、ヴィセルゼンの王子のことだって噂で聞いただけでしょう？　会ってみたら素敵なお方かもしれないわ」

　一度社交界に出たとき、人々が退屈しのぎに根も葉もない噂を無責任に垂れ流すことを嫌というほど知った。

　ヴィセルゼンの王子は土地柄か、あまり公の場に出てくることがなく、その存在は謎に満ちている。姿を見た者もいないのだ。情報不足が故に、人々の憶測をかってしまっている可能性は十分にあった。

　気休め程度の慰めだが、セシリアは我ながらいいことを言ったのではないかと思っていた。ソファに突っ伏していたクロエはおずおずとその顔を上げる。

「……じゃあ、あなたが行ったらどう？」

「え？」

　何を馬鹿なことを、と言いかけるが、クロエは名案を思いついたように目を輝かせた。

「そうよ。あたしの代わりにあなたが行ってきなさいな。ね？　どうせ姉妹なんだから顔は似ているし、たった数日のことでしょう。あたしのふりをすればいいわ」

「そんな、無理よ」

「それならもう迎えの方々には帰ってもらってちょうだい」

「お姉様！」

　クロエはふと悲しそうに目を伏せ、セシリアの手を握った。

「ねえ、半年後の結婚式にはちゃんと出るわ。今回だけは、どうしても行きたくないの。まだ心の整理がつかないのよ。わかってくれるでしょう？　ねえシシー、今回だけ。お願いよ」

　それは、幼い頃からクロエがセシリアに頼み事をするときに使う呼び名だった。セシリアをシシーと呼ぶのは、姉と今は亡き母だけだ。

　その名で呼ばれると、セシリアは断れない。己の罪を思い出してしまうからだ。

　ぐっと胸の奥が重くなるのを感じ、セシリアは僅かに唇を噛んで静かに頷いた。

「……わかったわ」
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　ああ、嫌だ。

　長らく馬車に揺られながら、セシリアはもう何度目かもわからない台詞を心の中で呟いた。

　これから自国に戻るまではクロエのふりをするのだ。本人は名案だと確信していたようだったが、セシリアにはそう思えない。

　その場にいるだけで目を引くようなクロエほどの美貌を、セシリアは持ち合わせていないのだ。腰まで伸ばした髪は白金髪ではなく飴色で、くせっ毛なのでゆるゆると毛先にだけウェーブがかかってしまう。瞳はアッシュグレーで全体的に控えめな造作なのでいかにも気が弱そうに見える。

　グラマラスな姉の体型に引き替え、貧相ともとれる凹凸の少ない体型はまるで子供のようで、胸元をぐっと見せるデザインのドレスが流行でも、セシリアは常に首元まで詰まったデザインのものを選んでいた。

（絶対ばれる）

　これから自分の振る舞い次第で、自国の立場が危うくなる。

　考え出すと不安に押しつぶされそうだ。気分転換にカーテンの隙間からちらりと外を見れば、辺りは岩肌に白々と雪が積もっていて、かなり遠いところまで来たことがわかる。馬車の中も一応の防寒設備がされているが、どこからか忍び込んできた冷気に肌寒さを覚える。

　雪など、セシリアは生まれてこの方一度だって見たことがなかった。最初目にしたときには心が浮き足立ったものだが、今や見慣れて何も面白くない。空を覆うどんよりとした雲はまるでセシリアの気持ちを表しているようで、見ていると益々気が滅入った。

（なんでこんなことに……）

　本来ならば、今頃住み慣れた王宮で新しい本を熱心に読んでいたはずだ。支度の時間があまりなく、急いで持ってきたのは読み終わったばかりの小説だった。今はお守りのように彼女の膝に置かれている。

「セシリア様、大丈夫ですか？」

　見れば窓越しに、馬車と併走する馬に乗る近衛兵アンセルと目が合った。

　せめて自分がついていくというので任せたのだ。侍女など最低限の世話係も共に来ているが、やはり昔からの馴染みがいると安心する。

　窓を開けると途端にひんやりした空気が流れ込んできた。

「大丈夫よ。あなたまでついてくることなかったのに」

「自分は元々、護衛として共に向かう予定でしたので」

　彼も雪山は初めてなのだろう。頬を赤くして白い息を吐いているが、寒さを微塵も見せずセシリアに微笑んだ。

「ありがとう」

　セシリアが膝掛けを窓から差し出すと、アンセルは困ったように笑う。

「セシリア様、他の者の目があります」

「これからはクロエよ。お姉様も、これくらいのことはするでしょう」

「どうでしょうね。あの方は寒がりですから」

　鈍色の空からとうとう雪がちらちらと降り始めた頃、馬車はヴィセルゼンの土地に入った。

　要塞都市としての名残が強く残る町並みだ。街全体が大きな塀で囲まれており、侵入者を迷わせるためか、細く複雑な道を通ったあと門前の跳ね橋を渡り、ようやく城に辿り着く。

　崖にそびえるヴィセルゼンの王城は大きく、暗闇が佇むように静かで、冷ややかな威圧感に満ちていた。

（さ、寒い……！）

　ちらちらと粉雪が舞い落ちる中、肌を刺すような冷たい空気に思わず身震いする。クロエではないが、城を一目見ただけでセシリアの中にも帰りたくなる衝動が湧いた。

　到着してすぐ城内にあるゲストルームに案内されると、長旅の疲れが一気に押し寄せてきてソファに横になる。

　これから身支度をして祭典に出席し、リフ国の名に恥じない振る舞いをしなければ。その後は――。

（婚約者との面会、ね）

　自分の、ではない。それでもやはり緊張はしてしまう。

　城の外を警備する軍人たちは素人目にもよく訓練された精鋭だとわかったし、街のつくりや城の端々に、今尚すぐ攻撃に対応できる備えを感じたのだ。

　そんな国の統率者となる男とはどんなものか。噂はどこまでが真実か。未来の夫でなくとも、自然と恐れを抱いてしまう。

　ふいに、コンコンとノックする音が聞こえた。大方、アンセルが気を利かせて水でも持ってきたのだろう。

　クロエのそばについているうち、近衛兵どころか側仕えのようなことまでするようになってしまった幼馴染みを不憫に思いながら気安い返事をすると、そのドアが開いた。

「もう、そんなに気を回さなくても平気よ……」

　笑いながらドアの方に視線を向けると、そこに立っていたのはアンセルではなかった。思わず息をすることも忘れて固まってしまう。

　大男だ。白銀の長い髪を後ろで一つに纏めた長身の男。前髪も長く、右側で分けられ、左目を覆い隠すように流している。白い髪が際立つような黒衣を纏い、雪白の肌に切れ長のコバルトブルーの瞳、真っ直ぐに伸びた鼻梁と引き結んだ薄い唇は、勇ましく品がある。

　感情が一切見えない、雪の中から生まれたような白い男がそこにいた。

「クロエ・カルノ・オビーニェか」

　よく通る低声が、クロエの名を呼ぶ。

　そこでセシリアはハッとした。急いで起き上がり背筋を伸ばす。

「は、はい。この度は――」

「帰れ」

「……え？」

　用意してきた祝辞を口にする前に、男は機械的にそう告げた。こちらを見ているはずなのに、その目には何も映っていないように、彼の顔には何の感情も表れない。

　常に冷静な軍人。まさに噂通りの男だ。

（この人がヴィセルゼン王国の第一王子、レオンハルト様……）

　見目だけは噂と違い美しい偉丈夫であるが、聞き及んでいたよりずっと厳しい男のようだ。

　しかしいくら政略結婚とはいえ、半年後には自分の妻になる女相手にこれほど無感情でいられるだろうか。彼にとっても初対面のはずだが。

　あまりのことにセシリアはぽかんとしてしまう。

（もしかして、もう第一王女でないことを気づかれたの……？）

　出会って数十秒だ。さすがにそれはないだろうと思いつつ、無言で見られているだけで居心地が悪くなる威圧感を放っている男に下手なことは聞けない。

「あの、……王子？」

「祭典が済み次第、早々にここを去るがいい」

　それ以上の言葉は必要ないとばかりに、レオンハルトは踵を返し部屋から出て行った。

（な……なんなの？）

　呆気にとられ、セシリアはしばらく動けなかった。そして徐々に湧いてくるのは怒りだ。

（なんっっって無礼な人なの！）

　客人に名乗りもせず、長旅の労いもせず、一方的に帰れとだけ告げて立ち去った。無礼極まりない。

　きっと長らく軍人として過ごしているせいで王族らしい礼儀作法を忘れてしまったのだろう。もしくは、政略結婚の相手などわざわざ礼を尽くさずともよいと考えているのか。どちらにしろクロエを、ひいてはリフ王国を軽んじられたのは間違いない。

　幼い頃から王女たれと教育されてきたのに、あんまりではないか。これまでの時間や努力は、今日のようなきたる婚約者との対面のために積み重ねたものなのだ。それを「帰れ」の一言で無に帰すような男は、いくら政略結婚でもわがままなクロエの相手といえどあんまりだ。

　セシリアは気づけば廊下に走り出していた。少し先を歩く彼を追うと、黒衣をむんずと掴んでその足を止めさせる。

　レオンハルトは怪訝な顔で振り返る。その表情すら癪に障った。

　セシリアは男を睨み、すぐに淑女としての仮面を被る。

「申し訳ありません。お名前を伺っておりませんでしたわ」

「……レオンハルトだ」

　やはり。そう思ったが、セシリアは口にも顔にも出さなかった。

　ただ初対面で一方的に会話を終わらせる無礼が気に入らなかったのだ。会話の内容はなんでもよかった。

「レオンハルト様、お会いできて光栄ですわ。また祭典の席でお会いいたしましょう」

　恭しく頭を下げ、セシリアは踵を返す。

「青だ」

　歩き出してすぐに妙な言葉が聞こえ振り返る。レオンハルトはまだその場に立ち、静かにセシリアを見つめていた。やはり感情は見えない。言葉の意味もわからない。

　これ以上彼と会話をしたくなかったが、無視するわけにもいかずセシリアは首を傾げた。

「何がでしょう？」

「祭典で着る礼服の色だ」

「は、……なるほど……？」

　だから何なのだ。という疑問を口にする前に、レオンハルトはさっさと歩き出してしまった。

　すっきりしないものを抱えつつ部屋に戻ると、ちょうど侍女が祭典用のドレスを出しているところだった。並べられた色とりどりのドレスに目を通す。

「姫様、いかがいたしますか？　今ですと深紅のドレスに、こうした大きめのネックレスをあわせるのが流行ですけれど」

「ううん……」

　セシリアは流行に興味がない。いつも貧相な体を隠すようなデザインのドレスを選ぶ。けれどクロエなら間違いなく流行に乗るだろう。だが。

（青か……）

　正直にいえば選びたくない。あの無礼な男がいい気になるきっかけを与えるようで面白くないからだ。けれど自分は今クロエであり、クロエは彼の婚約者だ。ここで変に反抗するのも不自然だろう。

（嫌だ……すごく嫌だわ）

　不満のあまり口をへの字に曲げながら、セシリアは侍女に祭典のドレスを指示した。










　ヴィセルゼン国王の五十歳の生誕祭は豪華なものだった。

　リフをはじめ、近隣の国々からは祝いの言葉や煌びやかな品々が贈られ、城前の広間には民衆が集まり、国王が王妃と共にバルコニーより出てくると拍手と歓声が上がった。国全体がお祝いムード一色に染まり、灰色の街は笑顔の人で溢れている。城内の大広間でも王族と来賓の前で音楽家や曲芸師、踊り子たちがその妙技を披露する傍ら、柔らかな羊の肉や魚介類、瑞々しい果物や蜜菓子、酒などが贅沢に振る舞われ、豪華な宴は夜遅くまで催された。

「素敵なお召し物ですね」

　セシリアが初めて見る蜜菓子に夢中になっていると、ふと声を掛けられた。

　見れば黒い髪にグレーの瞳の青年だ。セシリアと同世代くらいだろうか、快活で人好きのする笑みを浮かべている。

「失礼、ついご挨拶が遅れました。イーヴォ・グレン・ヴィム・ディーフリートです」

　名前を聞いた途端、セシリアはハッとした。だがその心中を表に出さず、柔らかな笑みを浮かべる。

「クロエ・カルノ・オビーニェです。ディーフリートということは」

「ええ、レオンハルトは僕の兄にあたります。クロエ様」

　イーヴォは第二王子だ。見た目はもちろんだが雰囲気も髪色も何もかもが違うので一目では気づかなかった。

（確かに他の国では複数妻を娶る文化があるとは聞いていたけれど）

　セシリアの生まれ育ったリフ王国では王妃は一人だ。セシリアとクロエの母が亡くなった後も、父王は後妻や愛人を作らず独身を貫いている。

　ちらと視線をやれば、やはりヴィセルゼン国王もイーヴォと同じ黒髪だった。レオンハルトは母方の血を色濃く受け継いだのかもしれない。

「兄と示し合わせたお召し物ですか？」

「これは……」

　鮮やかな青のドレス。つい視線を彷徨わせると、王の席の傍らで杯を傾けている、瞳の色と同じ青い礼服に身を包んだレオンハルトが目に入った。

　黒衣から煌びやかな礼服に変わると、その銀髪はより一層輝きを増したように見える。結んでいた髪は下ろしているが、ここでもやはり左目を隠していた。

　彼はすぐにセシリアの視線に気づいたようだが、目が合うとそれを逸らした。まるでさして興味もないように。

　途端、セシリアはなんとも言えない感情を覚えた。落胆のような、不満のような。

（確かにあちらは色を言ってきただけで、別に揃えろって言われたわけじゃないけど……！）

　なぜ代役である自分がこんな感情を覚えなければならないのか。

　セシリアは不快感を顔に出さないよう首を振った。

「偶然ですわ」

「そうでしたか。今巷では赤が流行ですが、クロエ様はご自分を貫く強さをお持ちなのですね」

「そんな……強さだなんて」

　婚約者に色を伝えられたから合わせましたが当の本人は大した興味もないようですとは言えない。

　これではまるで色を合わせた自分が馬鹿みたいではないか。

　込み上げてくる面白くない気分を表に出さないよう努めて微笑むと、第二王子は爽やかに笑い、声を潜ませた。

「申し訳ない。兄はこのような場に出ることを嫌っているのです。美女と踊るより剣術の稽古を望む軍人気質でして……せっかくの祭典なのでクロエ様も座ってばかりでは退屈でしょう。僕と一曲いかがですか？」

　手を差し出される。義理の弟となる王子とダンスなどしていいのか惑うが、レオンハルトに視線をやってももうこちらには目もくれない。婚約者が誰と踊ろうが興味がないのだろう。

　元々、こういった場では誘いを断らないのがマナーだ。セシリアはレオンハルトを視界に入れないようにして、人当たりのいい第二王子の手を取った。

（どうせここにいるのは今日限りなんだから、気にすることないわ）

　祭典が終わればここを発つ。その後は本物のクロエがレオンハルトの機嫌を伺えばいい。代役としてはるばる馬車に揺られてきたのだから、少しくらい楽しんだっていいではないか。

　セシリアはそう思いイーヴォと踊り、勧められるまま珍しい酒を呷った。










　世界が回る。体が熱い。

　心臓の鼓動が大きく、体内に振動を伝える。

　どくん、どくん、どくん、どくん……。

　重い目蓋を開くと、辺りは暗闇に満ちていた。ベッドだろうか、柔らかで快適なところに横たわっている。視線を彷徨わせると、どこかに光源があるのか橙色の薄ぼんやりした明かりが見えた。

（ここは……？）

　記憶が曖昧だ。祭典に出ていたはずだが、ここはどこだろう。体が重い。下腹部に妙な疼きを覚え、呼吸し僅かに動くだけで、布が擦れてビリビリする。

「ああ、起きた？　意外と飲んでいなかったのかな」

　頭上からくすくすと笑う声が聞こえてきて、見れば薄闇の中、黒い髪の男が笑っていた。

「イー……？」

　第二王子のイーヴォだ。酒に酔ったところを王子直々に介抱してくれたのかと思ったが、直感が違うと囁く。なぜだろう。雰囲気がどことなく、先ほどまでと違う気がするからか。

　イーヴォは、気怠く動けないセシリアの足を無遠慮に抱えると、そのスカートの奥に冷えた手を忍び込ませていく。セシリアは反射的に身を捩ってその手から逃れようとした。

「い、……やっ」

「どうして？　クロエ様が誘ったんじゃないか」

「私が？」

　イーヴォは頷く。

「レオンハルトとの結婚は嫌だから、僕と寝たいって」

「う、嘘よ」

　そんなこと言った記憶がない。たとえ酔っていてもそんなことは言わない。なぜなら、自分はクロエではないからだ。

　イーヴォはクスクス笑いながら、まるで聞き分けのない子供を諭すように優しい声で囁いた。

「どっちだっていいじゃん。あんただって、あの白いのより僕のほうがいいだろ？　婚約者が僕と寝たって知ったら、あいつどんな顔するのかな」

「何を……」

　下着をあっさりと脱がされる。込み上げてくるのは羞恥と嫌悪感だ。これから何が行われるかわからないほどセシリアは子供ではない。けれどそう易々と受け入れられる事態でもなくて、どうにか会話を引き延ばそうとした。その間に逃げる方法を考えようと思ったのだ。

　イーヴォはそんな抵抗すら楽しむように小首を傾げた。

「リフはどうだか知らないけど、この国はずっと結婚する女の国の条件の良さで王位継承権が決まってきたんだよ。和平同盟の証なんて聞こえは良いけど所詮人質だろ。敵国の女と寝るなんて反吐が出るけど、今は残念ながら戦争中じゃないし、あいつの婚約者寝取ったら僕が王位継承者になれるかなって。どうせあんただって、本音ではあいつと結婚なんか望んでないだろ」

　それは驚くべき話だった。彼は、王位継承権を手にしたいがために第一王子の婚約者を奪おうとしているのだ。

　セシリアは逃げることも忘れてイーヴォを凝視した。

「そんなの、上手くいかないわ」

「いくよ。あんたが父上にレオンハルトじゃなくイーヴォと結婚したいって言えばいい話じゃん。父上は今リフの資源がどうしても欲しいから、息子の誰と結婚しようと構わないんだからさ。それに無愛想なあんなのより、僕の方があんたを楽しませられるよ。好きなだけ愛人作っていいし……まあ、僕も作るけどさ」

「そんなこと……っ？」

　急にぞわりと全身に震えが走った。今までの気怠い熱とは段違いの衝動に、セシリアは自分の身に何が起きているのかわからず狼狽える。

（体に、力が入らない……）

　淀んだ熱の大蛇が体内で暴れ回るようだ。びりびりと体のあちこちに火をつけて、下腹部に集まっていく。肌がじっとりと汗ばみ、呼吸が荒くなるのを抑えられない。

「はは、やっと効いてきた。それ、いいでしょ。ヴィセルゼンに代々伝わる秘薬だよ」

「ひ、やく……？」

「敵国の姫なんて跳ねっ返りが多いからさ、手っ取り早く子種を仕込むためにちょっとね。あんたには必要ないかなって思ったけど騒がれたら面倒だから念のため」

　イーヴォは笑いながら、話にはもう飽きた様子でセシリアのドレスに手を掛ける。元々、薬が効いてくるのを待っていたのかもしれない。

「それにしても、リフといえば流行の最先端と聞いていたのにこんな色気のないドレスを着てくるとはね。僕の妻になったらドレスは僕が選ぶから」

　首元のリボンを解かれ、ボタンを一つずつ外されていくとすぐに、その奥に潜んでいたささやかな双丘が露わになった。

　薄明かりの暗い部屋でいくら視界が悪いといえども、こんな男に自分の体を晒していると思うと目の奥が熱くなる。

「いや、いや……だれか……」

「はは、そのうち自分から――」

「何をしている」

　ふっと、淀んだ空気の漂う部屋に冷たい夜風が舞い込むのを感じた。そして響く低声。

　その夜風で辺りに揺らめいていた橙色の明かりは消え、部屋は闇に満ちた。

　覆い被さっていたイーヴォから、息を呑む気配がする。

「っ……これは……」

「それは、お前が手を出していい女ではないぞ」

　冷ややかな声に追い立てられるようにして、イーヴォはその場を逃げるように立ち去った。

（なに……？　誰……）

　体が熱い。息を吸うことすら刺激となり、甘い電流が幾つも背筋を走っていく。

　強制的に肉体が目覚めさせられる不快感に身を捩りながら、セシリアは何者かに助けられたのだと頭の片隅で理解した。

「何を飲まされた」

　冷ややかな指先が額に触れる。心地よい温度にセシリアはほっと息を吐いた。この体内に燻る熱をそのまま冷やして欲しくて、その大きな手を握る。

「ひ、ひやくって、……代々つたわる……」

「……急《せ》いたか」

　低声は苦々しく独りごちると、もう片方の手でセシリアの首元を撫でた。途端、甘やかな痺れを覚え、思わず悩ましい吐息が漏れる。

「ん、ぁっ」

「鼓動が速い。もう効き始めているな。どうだ、一人で処理できるか？」

「ど、……？」

　眠気が襲い来るようで、意識を保てない。男の言葉を理解できず瞬くと、彼は大きくため息をついた。

「これではあいつと大差ないな」

　そのとき、暗闇に慣れたセシリアの目が、月光に映し出された男の瞳を認めた。宝石のように輝く紅玉《ルビー》の目。

「……き、れい……」

　セシリアの言葉に、その目は僅かに見開かれ、すぐに細められた。

「姫よ。不本意とは思うが今だけ、俺がその身に触れる許可をくれ」

　言葉の意味を、ほとんど理解できなかった。相手が誰かも。

　ただ熱で朦朧とするセシリアの目には、その輝く紅い瞳が焼きついて離れない。

「あ……」

　息することすらままならない。体内にくすぶる熱をどうにかしてほしい一心で、彼女はこくこくと必死に頷く。

「感謝する」

　男は低く呟くと、寄り添うようにセシリアを片手で抱き寄せ、空いた手の平でそっと彼女の腕を撫で、ゆっくりと下へ下へと這わせてゆく。ドレス越し胸下から腹へ、腰骨の出っ張りをくすぐり、その下へ。うずうずする下腹部を腹の上から撫でると、蕩けるような心地に知らず腰が揺れた。

「は、……ぁ、あ……」

「怖がらなくて良い」

　恥ずかしくて、焦れったくて、なんとも言いがたい感情に頭の中が混乱する。

　迫り来る衝動に突き動かされるように大きく息を吸い込み、背を反らすと、開いたドレスの合間からふるりと白い果実がこぼれ出る。その先端に淡く実った快感の果実を、男はそっと口に含んだ。
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「あっ、あ……ああ……っ」

　誰にも触れられたことのない果実を、彼の生温かい口内は優しく包み、舌先で転がし、舐《ねぶ》り、吸い上げ、時折軽く歯を立てる。目の前が真っ白になるほどの強い快感に、セシリアは爪先までピンと伸ばし、初めての快感に身を震わせた。

　大きな手は乱れたスカートの奥に進み、ドレスを汚すほど甘露を滴らせる乙女の秘部に辿り着く。下着はイーヴォによってすでに取り払われており、露わになった秘めたる狭間をその指が丁寧になぞった。滴る甘露を指に絡め、可憐な花びらの上で包皮に包まれツンと尖る欲の真珠を剥いてしまうと、指の腹でくにくにと擦り上げる。途端、腰が痺れるような苛烈な刺激に息を呑んでセシリアは身悶えた。

「ひぃっ、は、あ、ああ、ああああ……っっ」

「ここが好いか」

「ひ、あ、あ……なに……ああ、ああ……」

　頭の芯が蕩けそうな感覚。迫り来る大波の予感に、セシリアは怯え、戸惑う声を上げた。縋るように伸ばされた手は自然と男の逞しい腕を掴み、男は顔を上げ、セシリアの頬に唇を落とす。

「怖がらなくていい。本能に身を委ねろ」

　淡く、花の香りがした。

　セシリアの秘めたる花びら全体を揉み込む様に撫で、圧迫し、親指の腹で真珠を転がす。擦られ、押し込まれ、息も絶え絶えにセシリアは、急速に花開く官能の渦に呑み込まれていった。全身の毛穴からどっと汗が噴き出し、縋りつく正体不明の者の引き締まった筋肉の逞しさと、嗅いだことのない男の匂いに酩酊していく。

（ああ、私は、どうなってしまったの）

　自分がまるで知らない生き物になったかのようだ。生まれて初めての鮮烈な快感に、目の前が真っ白になっていく。

　段々と上り詰めていく感覚に、セシリアはたまらずひしと男の首に腕を巻きつけ、身を寄せた。

「は、あ、ああッ……ああ……なにか、ああ、くる、あ、あッ」

「恐れるな。そのまま受け入れるがいい」

　熱くなったセシリアの耳に、男は唇を押しつけ囁くと、その小さな耳たぶを軽く囓った。

　刹那、甘い痛みと共に、腰が戦慄く。

「ッ――あああああっ！」

　体を仰け反らせ、びくびくっと一際大きく腰を蠢《うごめ》かせながら、セシリアは初めての絶頂に飛んだ。

「あ、はあ……はあ……あぁ……」

　達した余韻に浸りながら、くったりと脱力していく。心臓が信じられないほど速く動いて、死んでしまいそうだ。

　男はセシリアの愛液で汚れた指先をちろりと舐め、目蓋が重くなっていくセシリアの額に唇を落とした。

「お休み。異国の姫君」

　まだその宝石のような瞳を見ていたい。

　そう思うセシリアだったが、心地よい声音に誘われるように、間もなく微睡みに落ちていった。
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　目を覚ましたのは翌日の昼過ぎだった。

　帰る予定時刻はとっくに過ぎていて、焦って飛び起きると全身が疲れ切っている。そこでようやく、自分が昨夜、部屋に戻った記憶がないことを自覚した。

（私は……ああ、そうだ。第二王子に秘薬を）

　助けてくれた男は誰だったのだろう。冷静になって思い出すと、淑女としてあるまじき痴態を晒してしまった。猛烈な後悔に苛まれつつも、幸いなのは、助けてくれた男と最後まで行わなかったことだ。少なくとも、セシリアの記憶にある限りはそうだ。

　見れば宴に出たドレスから寝間着に着替えられている。

（どうなってるの……？）

「お目覚めでしたか」

　ベッドで困惑していると、様子を見に来たのか丁度アンセルが入ってきた。

「アンセル」

「珍しくお寝坊されたようですね」

「いいえ、その……私、昨夜は飲み過ぎたらしくて……」

　イーヴォに薬を飲まされ襲われかけたことや、その後誰かもわからない男に体を触られたことは、口にできないと気づいて言い淀む。

　王女たれと育てられてきたプライドが、宴の席で飲み過ぎて、王子にいいようにされたなどとは口が裂けても言わせなかったのだ。政の駒である自分たちは、王子に何かされたと騒いだところで国同士の関係を悪くさせるだけだ。何のメリットもない。

　ヴィセルゼンの国王が取り合わなかったら、最悪戦争になるだろう。リフとヴィセルゼンの力の差は歴然だ。セシリアは自分が口をつぐむことによって国の平穏が保たれるならばと思い、胸に秘めることにした。幸いにも助けが入ったおかげで、この体は清らかなままである。

　言いかけて言葉を途切れさせたセシリアに、何事かとアンセルは小首を傾げた。

「……どうやって部屋に戻ったか、記憶にないの」

「そのことでしたら、レオンハルト様が姫様をお運びに」

「レオンハルト様が……？」

　思いがけない言葉についオウム返しする。

「ええ、弟が飲ませすぎたと我々に頭を下げられて……民衆からの支持が高い理由が分かります」

「そ……そうなの。ここを発つ前にお礼を言わなきゃ」

　それでは、昨夜助けてくれたのはレオンハルトなのだろうか。初対面は無礼そのものであったし宴のときもさほどセシリアに興味もないような素振りだったが、素直でないだけなのかもしれない。

（でも、紅い目を見た気がしたのだけれど……）

　昨夜、月光に照らされて見えた紅玉のような輝きを放つ瞳は、いまだ脳裏に焼きついている。あんな美しい目を、セシリアは今まで一度だって見たことがなかったのだ。

　しかし生誕祭で見た時の彼の目は青かった。大方、酒と薬で朦朧として、色を見間違えたのだろう。

　まだどこか引っかかりを覚えるセシリアに、アンセルは「そういえば」と思い出したように口を開いた。そこで彼から聞かされたのは、予想だにしない自分たちの状況だった。

「――吹雪？」

「ええ。先ほどから急に勢いを増しまして、他の方々が発った後で残っているのは我々だけのようです。どうやらこの辺りは今の時期でも悪天候が続くらしく、この吹雪の中では帰ることも危険だろうとのことで、しばらくはこちらに滞在されるようにとレオンハルト様が」

「帰れないなんて……いつまで？」

「山の天候は変わりやすいのでなんとも言いがたいですが……自分はこれから早馬を借りて説明のために一度リフに戻ります」

「えっ！　さ、先に戻ってしまうの？」

　ただでさえ姉のふりをして滞在しているのに、第二王子のイーヴォが次またいつ襲ってくるとも限らない。心の拠り所にしていた幼馴染みまで去ってしまう上に、帰れるのがいつになるのかわからないと知ると、心細いあまりについ王女然とした振る舞いを忘れて狼狽えた声を上げた。

「姫様もご不安かと思われますが……」

　そのとき、コンコンと背後の開いたドアをノックする音が聞こえてきた。

「失礼する」

「レオンハルト様……」

　昨日初めて会ったときと同じく、黒衣を纏う銀髪の男が足音も立てず部屋に入ってきたのだ。

　アンセルは途端にセシリアから一歩引いて頭を下げる。

「ドアが開いていた。……滞在の件は聞いたか」

「は、はい。お気持ちは大変ありがたいのですが、私は……」

「ふん、この吹雪の中帰るか。だが俺の部下を不要なことで危険には晒せん。君も王女なら下々の者の命を背負う自覚をしてくれ」

「レオンハルト様！」

（あ……そうだ）

　アンセルがむっとしたように声を上げる。しかし、レオンハルトの言葉は厳しいが正論だ。

　ここに来るとき、セシリアはヴィセルゼンの迎えの馬車に乗ってきた。再び帰るとなるともちろん彼らの手を借りねばならず、吹雪の中で岩場や崖の多い道を通る危険性を知っているのも、命を危険に晒すことになるのも彼らだろう。

　そんな普段ならばわかる当たり前のことを、セシリアは帰りたい一心で失念していたのだ。

「いいのよ、アンセル。すみません……初めてのことで動揺しておりました」

　頭を下げるセシリアに、レオンハルトはそっと視線をアンセルに向けた。

「兵士よ。君がいない間、彼女の安全は俺が保証しよう。心配せず戻るがいい」

　アンセルは頭を下げ、己の失言を詫びると部屋を後にした。

　残されたセシリアは昨夜のことを聞くべきか否か迷い、またレオンハルトから放たれる威圧感に怯み、重苦しい沈黙に満たされる。

　静寂を破ったのは、意外にも寡黙な王子の方だった。

「これから滞在するなら、部屋を移動してもらう」

「へ……？」

　ぽかんとするセシリアを置いて、レオンハルトはパチンと指を鳴らした。途端、部屋の外で控えていたのか、使用人たちがわらわらと部屋に入ってきてセシリアの荷物をまとめはじめる。

「ここは一般的なゲストルームだ。俺の目が届かない。昨夜のようなことが起こらぬようこれからは片時も離れるな」

　昨夜のようなこと、という響きに、やはりイーヴォから助けてくれたのは彼なのだと確信する。改めて見ても、彼の目は深い青色なのだが。

　セシリアは急いで頭を下げる。

「あの、昨夜はありがとうございました」

「不肖の弟のしでかしたことだ。こうなることが予想できたから、君には式まで来てほしくなかったが……吹雪とはな」

　くっと苦々しく笑う。

「もしかして、だからあんな態度を……？」

　開口一番に帰れと言われたときは呆気にとられてしまったが、一刻も早くこの国から逃がそうとしたのなら、わからなくはない。ほんの少しだけ。他に言い方があったと思うが。

「でもそれなら、最初からそう言ってくれれば」

「自国の忌むべき習慣など、知らずにすむのならそれに越したことはない。どちらにしろ、俺が王になればあのような行いは今後一切認めん。……昨夜の件でイーヴォにも少々お灸を据えてやったが、どれだけ効いたものか」

　レオンハルトは思い出したように腰に下げた長剣の鞘を握った。何をしたのか聞くのも怖い。

　第一王子はセシリアの手を取り、真っ直ぐ見つめた。

「先ほどあの兵士にも約束したが、これから戻るまでの間は俺が君を守る。側を離れるな」

　銀髪がゆるりと流れ、深い碧眼は静かな泉のように清らかな輝きを放っている。

　真正面から改めて見つめ、ああ、確かに彼は王子なのだと、その均整のとれた奇跡のように精悍な容貌に、セシリアは知らず胸の鼓動を速めるのだった。
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「と、隣って」

「何か問題でもあるのか」

　荷運びや支度を終え、これから過ごす部屋に案内されるとセシリアは思わず唸った。

「王子と同じ部屋だなんて」

「ドアはついている。ただの続き部屋だ。俺の部屋を通らんとこの部屋にはたどり着けないのだから安心だろう」

「それは、そうでしょうが……」

　ドアはある。鍵もついている。部屋は元いたゲストルームより広く申し分ない。けれど、身を守るためとは言え異性の続き部屋に居座るなど、やはり抵抗を感じてしまうのだ。よく知りもしない他国の王子ともなれば尚更だ。

　戸惑うセシリアに、レオンハルトはわからないとばかりに首を傾げた。

「どうせ半年後には結婚するのだ。どんな問題がある」

「そ、それは……そうですけど」

　ぎくりとする。半年後に結婚するのは自分ではない。

　けれどそれをここで言ってしまえば、自分はどうなるのだろう。

　自分だけの力では国に戻ることもできず、今は頼りになる兵士もいない。自国から連れてきた侍女は残っているが、こういうときには頼りにならない。主人であるセシリアが守るべき者たちだ。

　もしここで正直に第二王女であることを告げれば、この冷徹な王子は侮辱されたと思いその剣を振るうかもしれない。もしくはリフ王国に抗議するか。まだ彼という人となりがよくわかっていない今、下手なことは口に出来なかった。

（今はまだ言えない）

　吹雪が止むまで、帰れるようになるまで。

　セシリアが喉まで出かかった言葉をぐっとこらえ視線を漂わせると、レオンハルトは僅かに目を細め、顔を逸らした。

「……この結婚は、国同士の取り決めだ」

「え？　……はい」

　突然、何を言い出すのだろう。きょとんとして顔を上げると、レオンハルトは窓の向こうに視線をやりながら、静かに言葉を続けた。

「個人的感情が入る余地はない。……だが、心配せずとも君に関わるのは必要最低限に努める。この措置は戴冠するまでの一時的なものだ。結婚してからも目の届く所にいろとは言わんさ」

　セシリアは数秒、瞬きをして彼の言葉の真意をくみ取ろうとした。

（もしかして、私が結婚に乗り気じゃないと思って……？）

　そこに思い至り、急いで口を開くが言葉が出てこない。

　セシリアに何が言えるのだろう。本物の婚約者ではない自分が、結婚に前向きであると伝えてもそれは嘘だ。事実、本物の婚約者であるクロエは怖じ気づいて来なかった。今ここで何かを言っても、それはすべて偽りになる。

　陸に上がった魚のように口をぱくぱくさせるセシリアに、レオンハルトは言葉を待たず隣の自室へと立ち去った。

　結局、その後ろ姿にかける言葉が見つからないままドアは閉まり、セシリアは唇を噛む。

（早く、吹雪が止めばいいのに）

　やはり、こんなところに来るんじゃなかった。他ならぬクロエの頼みだとしても、断るべきだった。そんなことは今更だけれど。

　やるせない無力感を覚えながらセシリアはベッドに横になり、いつものように現実逃避をはかろうと持ってきた小説を開いた。せめて一人でいるときくらいは、現実を忘れていたかったのだ。

　本を開けば、セシリアは自由にどこにでも行ける。

　燦々と太陽の降り注ぐ青空の下、愛し合う男と手を取り合い、花々の咲き誇る草原の向こうへ全てのしがらみを捨て、二人だけの逃避行。そんなシーンに、セシリアは胸を高鳴らせた。

（はあ……現実とは大違いね）

　顔を上げれば、嵌め殺しの窓の向こうはどんよりと曇り、薄暗い室内は日中でも明かりをつけていないと、満足に文字も追えない。時折風に煽られて雪がパチパチとガラスにあたる音がどうにも落ち着かず、はたして今夜はこんな環境で眠れるのだろうかと不安が過ぎった。

　まだしばらくはここで一人過ごさねばならないのかと思うと、憂鬱のあまりセシリアは深々とため息をついてしまう。そんなとき、ちょうどドアをノックされた。

　急いで居住まいを整え短い返事をすると、入ってきたのは侍女だ。彼女が入ってくるなり、部屋に甘ったるい匂いが満ちる。

「それは？」

「ずっと籠もってばかりでは姫様の気が滅入るだろうからと、レオンハルト様よりいただきました」

「そうなの。ありがとう」

　レオンハルトと聞いてわずかに胸が騒ぐが、微塵も表に出さずセシリアは受け取った。

　侍女が持ってきたのは皿に山と乗った菓子だった。リフでも馴染みのある焼き菓子の中に、祭典の場で初めて食べた、赤い果実の乗った蜜菓子が目に入る。

「これ……」

「祭典でお気に召していたようだからと用意させたようです。料理人に聞いたのですけれど、こちらは祝い事の際にしか作らない品だそうですよ。レオンハルト様は姫様のことをよく見ていらっしゃいますね」

　その言葉に喜んでいいのかわからないセシリアは、曖昧に笑った。

（興味がなさそうにしていたけれど、見ていたのね）

　祝いの際にしか作られない蜜菓子は、数ある菓子の中でも一際輝いて見える。

　代役である自分が、レオンハルトと必要以上に親しくなるのはよくない。それはわかっているけれど、自分が距離を取れば、彼の目には婚約者に拒まれたものとして映るのだろう。それは国同士にとってもよくないし、本物の婚約者であるクロエにも影響する。そんなことはセシリアも望むところではなかった。それに何よりも。

（色々手を尽くして頂いたのに、私はまだしっかりと感謝をしていないわ）

　セシリアはテーブルに置かれた蜜菓子をしばらく眺め、腰を上げた。

「レオンハルト様、今よろしいですか？」

　顔を覗かせると、レオンハルトは椅子に腰掛け何やら書類を眺めているところだった。

　いつもの威圧するような黒衣はなく、シャツとパンツ姿で長い髪も横にゆるく纏めている。セシリアを見やると、王子は書類を机に置いて顔を上げ、聞く姿勢を取った。

「どうした」

「あの、先ほど蜜菓子を受け取りまして……よろしければ、その……」

　口を開くと、驚くほど自分が緊張していることに気づいた。考えてみれば、異性にこんな誘いをするのは初めてだ。社交性溢れた第一王女のクロエなら易々と言ってのけるだろうが、恥ずかしさのあまりセシリアは口をもごもごさせながら赤面した。視線が泳いでしまう。

　レオンハルトはそんなセシリアを急かすこともせず、じっと見つめた。

「うん」

「ごっ……ご一緒に、いかがかと思いまして」

　意を決して口にするが、また静寂に満たされた。セシリアは居心地が悪く、聞こえなかったのだろうかとちらりと王子を見やる。

「……あの？」

　何かまずいことでも言っただろうか。戸惑いながら声をかけると、レオンハルトは微動だにせず、置物のようにその場に座ったままセシリアを見つめ二度ほど瞬きをして、ゆっくりと口を開いた。

「……俺と？」

「え？　ええ」

　他の誰に言ったと思ったのだ。王子がなぜそれほどまで驚くのかわからず、つい首を傾げてしまう。

「たくさんいただいたので、お邪魔じゃなければですけれど」

「ああ……そうか」

　レオンハルトは何か思い至った様子で呟いた。

「君は、リフの者だったな」

「？　ええ、そうですが……」

「王女からのお誘い、ありがたくお受けしよう」

　レオンハルトは切り替えるように頷き、ほんの僅か、その口角を上げた。

　控えていた侍女に二人分のお茶を用意してもらうと、テーブルを挟んで座りささやかなお茶会が始まる。

　こんな風にちゃんと向かい合い話をするのは初めてだ。正面に座るレオンハルトを見ると、今更昨夜のことを思い出して緊張を覚えてしまう。意識しはじめると、むしろなぜ今まで平気だったのか、不思議なくらいだ。

　繊細なティーカップを掴む節くれ立った形のいい指先が自分の体に触れ、その薄い唇からちらりと見える赤い舌に自らの胸を舐られたのかと思うと卒倒しそうになる。同時に、妙に甘美な心地も覚え、セシリアは思わず唇を噛んだ。

（いやだ。私ったらどうしてしまったのかしら……まだ薬の効果が残っているのかもしれないわ）

　幼い頃から淑女として教育されてきたセシリアは、自分がこんなはしたない気持ちを覚えるなど受け入れられなかった。しかも相手はレオンハルトである。ヴィセルゼン王国の次期国王、そしてリフ王国第一王女である姉の婚約者。

　緊張からか、昨夜の興奮が蘇ったためか、その胸は蜂が暴れ回るように騒がしく、早鐘を打っている。そんな胸の内を気づかれまいと、セシリアは手をあてて細く深呼吸をした。

「ここは退屈だろう」

　彼女の心中をよそに、ふとレオンハルトが口を開いた。淡い色の氷のような砂糖菓子を摘まむとぱくりと口に放り込む。不作法であるのに、彼がすると不思議と粗野な感じがせず品よく見えるから不思議だ。

「い、いえ、そんなことは」

「娯楽の少ない国だ。晴れていたら城下町に連れて行ってもいいのだが、あいにくの天気でな」

「そんな……勿体ないお言葉ですわ」

　小さく切った焼き菓子を口に入れると、ほろりと溶けてなくなる。祭典でも感じていたが、ここには腕のいい料理人がいるようだ。自然と手が進む。

「そうか。リフでは社交界が盛んだと聞いていたが」

「私はあまり、あのような場には慣れなくて」

「それでは君は何をする？」

「そうですね……読書が一番好きかもしれません。流行の作家の本は何度読んでも飽きませんわ」

「掴めばいい」

　突然、脈絡のない言葉を返され顔を上げると、彼の視線はセシリアの手元に注がれていた。

　そこには祭典でセシリアが気に入った赤い果実の蜜菓子がある。菓子の形を崩さぬようにどうナイフを入れたものかと四苦八苦していたのを目に留めたらしい。

「ですが……」

　素手で掴むなど、男のレオンハルトはいいとしても姫であるセシリアがするには抵抗があった。躊躇っているとレオンハルトが低く笑う。

「王女が持つには重すぎるか？」

「そんなことありません！」

　安い挑発だ。わかっていながらもセシリアは慌てて菓子を掴んで急いで口に入れる。途端、口の中にクリームの甘さと果実のほどよい酸味、蜜菓子の軽やかな食感が一度に広がった。なるほど、一口で食べることを計算された品である。

（美味しい……こんな美味しいものが祝い事のときだけだなんて、きっとリフにあったら毎日ねだってしまうわ）

　マナー違反をした後ろめたさはすぐに消えてしまった。あまりの美味しさにうっとりとすると、レオンハルトがくすくす笑う。

「気に入ったか」

「ええ、とても。私こんなに美味しいお菓子生まれて初めてです」

　嚥下して興奮気味に頷くと、王子は顔を綻ばせる。

「そうか。君に喜んでもらえて何よりだ」

（あ……）

　初めて、彼の笑顔を見た気がした。

　髪で片目を隠してしまっているのが勿体ないほど美しい微笑み。いつも湛えているピリリとした緊張感が解かれた姿は、まるで絵画に描かれる慈愛に満ちた大天使のようだ。

「どうした？」

「あっ、い、いえ……」

　レオンハルトの声にハッと我に返る。まさか見惚れていたなんて言えず、セシリアは頬を紅潮させながら俯いて焼き菓子をまた一つ手に取った。

　ささやかなお茶会ののち自室に戻り、本を読んでいるうちに寝入ってしまったセシリアは、ドアをノックする音で目を覚ました。

　いつの間にか日が落ち、部屋の中は真っ暗だ。

「はい」

「夕食だが、中に運ばせるか。望むなら食堂に用意させてもいいが」

　リフ王国ではいつも王と姉と共に食事をしていたセシリアは、その問いに首を傾げ、急いで身支度を整えてドアを開けた。

「レオンハルト様はいつもどちらで？」

「俺は部屋だ。ここでは食事の席を共にするのは一部だが、君も行くか」

「一部といいますと」

「イーヴォとあれの母であるソニアだ。体調が良ければ父上もおられるだろう」

　言い方から察するに、やはりレオンハルトと第二王子イーヴォの母は違うようだ。

　彼の言葉に、セシリアはますます疑問を増やした。

「レオンハルト様だけお部屋でお食事を？」

「そうだ」

　淀みなく頷く彼に、セシリアは理由を聞いていいものか迷った。だが彼の後ろに侍女が控えていることに気づき、頭を切り換える。

「それでは、私もレオンハルト様とご一緒してよろしいですか？」

　レオンハルトはお茶のとき同様、ほんの僅か驚いたような目でセシリアを見下ろした。

「その……王子がよろしければ、ですが」

　この国の王子であり、セシリアを置いてくれている彼に、退屈だからせめて食事時くらい人と話したいとは言えないが、本音を言えばそうだ。しかしレオンハルト以外の王族と食事を共にするのも気が進まない。彼をつまはじきにするようで気分がよくないからだ。それにイーヴォとは昨夜のことがあるので、できれば近づきたくないのが正直なところだった。

「わかった」

　レオンハルトは静かに答えると、淡々と侍女に指示を出して二人分の料理を自室に運び込ませた。

　席に腰を下ろそうとすると、レオンハルトがセシリアの椅子を引く。小さく礼を言って座ろうとすると、物言いたげな視線を感じた。

「どうなさいました？」

「いや……君は、変わっているな」

　侮るわけでも、感心したようでもなく、ただ思ったことを口にしたというように呟く。

　独り言のような台詞にどう反応していいのかわからずにいると、レオンハルトはすぐ向かいの席に座り、静かに夕食を食べ始めた。

　日中のお茶会のおかげか、もう二人きりでもそこまでの緊張感は覚えない。それでも、どうにも向かいの人物の心情が気になって仕方なかった。

（どういう意味なの……？　それに、どうして王子だけ一人で食事をとるのかしら）

　気になる。けれど、自分が聞いていいことなのかわからない。レオンハルトのことについてはそんなことばかりだ。

（でも、私だって表向きは第一王女なのよ。結婚しようって相手なのに隠してどうするのかしら……言わないだけかもしれないけれど）

　まだ結婚どころか恋さえしたことのないセシリアには男のプライドなど理解できないが、自分がもし本当にレオンハルトの婚約者なら、もっと話してほしいと思うだろう。この国に嫁ぐのだから、文化や風習、価値観を知ることは無駄ではない。

　一日過ごしたセシリアの目から見て、レオンハルトは婚約者のクロエが怯えるほど恐ろしい人間ではない。

　整った顔立ちは恋愛小説に出てきても遜色ないし、軍人らしい逞しく鍛え上げられた肉体は生命力が漲っている。無愛想で言葉が足りないが、危ないところを助けてもらったので聞き及ぶほど冷たいわけでもないだろう。

　だからこそ、彼が冷遇される理由がわからなかった。

　セシリアはふと、ここに来る前クロエから呼ばれた名を思い出した。

　――シシー。それは、実際にはクロエからしか聞いたことがない愛称だ。セシリアを生んだことをきっかけに姉妹の母はこの世を去ってしまったからである。聞いたところによると、セシリアが生まれる前から母はそう呼んでいたらしい。

　セシリアには当然ながら母との記憶などない。父王や世話係やアンセルがいたからそれほど寂しいと感じたこともなかった。それでも幼いクロエが時折母を思い出し、恋しがり泣いていたことは今でも鮮明に覚えている。

　それを見たのは全くの偶然だった。あるときいつもより早く昼寝から目を覚ましたセシリアが、クロエと遊ぼうと乳母の目を盗んで部屋を抜け出した。

　世話係の女の膝に顔を突っ伏したクロエを見つけ、驚かせようとそっと近づいたとき、クロエはこちらに背を向けたまま泣きじゃくる声で告げたのだ。

「セシリアが生まれたからお母様は死んでしまったの？　それならあたし、セシリアなんかいらないわ。お母様にいてほしい」

　親を恋しがる子供の言葉だ。どうしようもないことであるとわかっている。それでもセシリアが、自分が生まれたせいで姉から母親を奪ってしまったという後ろめたさを覚えるには十分だった。

　クロエからの願いを断れない理由はそこにある。

　元々母という存在を知らない自分はむしろ幸運なのかもしれないと思った。そして母の代わりに自分が、クロエの幸せを叶えてやるべきなのだろうと感じた。

　だが本当のところは、二人きりの姉であるクロエに再び「いらない」と言われることを恐れているのかもしれない。母の命と引き替えにする価値などないと思われることが、何よりも怖いのだ。

　セシリアはそのことをあまり考えないようにしている。姉の幸せを願うことに、それ以外の感情はいらないからだ。

（そうよ……私は、お姉様が幸せならそれでいいの……）

　レオンハルトも同じように、誰にも言えない複雑な家族との関係を抱えているのだろうか。

　気づけばセシリアの胸の内には、レオンハルトの境遇に対する納得できないもやもやが募っていた。

　国が違えば文化やしきたりが違うのは理解できるが、そういうものとは違う類いの違和感を、彼の周囲から感じてしまうのだ。

　しかしそれを知ったところで、セシリアに何ができるというのだろう。相手は本当の婚約者でもない他国の王子だ。他国のことだ。自分が気にしてどうなるものでもない。

　頭ではわかっているのに、その夜はベッドに入ってもなかなか寝付けなかった。
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　翌日、昼食を終えたところでレオンハルトが部屋を訪れた。

「これは……？」

「本を読むと聞いたので、手持ちだけでは退屈だろうと思ってな」

　差し出されたのは数冊の分厚い本だ。一番上にある本の題名を見れば軍隊向けの戦術書である。その下の本も似たり寄ったりで、自国で采配をする予定のないセシリアには縁遠いものだ。

　思わずきょとんとしてしまうセシリアに、レオンハルトはわずかに首を傾げ唸った。

「気に入らないか」

「い、いえっ、お心遣い感謝いたします」

「素直に言えばいい。俺の手元にある本と言えばこういうものしかなくてな……ふん、書庫に行くか」

「書庫？　よろしいんですか？」

「監禁しているわけではない。籠もってばかりでは体もなまるだろう」

　確かに、なんとなく部屋から出てはいけない気になっていたが、それはイーヴォ対策のためだ。他国の者に城内を勝手に歩き回られても困るだろうが、第一王子と共に歩くくらいはいいだろう。

　セシリアは急いで簡単な身支度をすると、レオンハルトに誘われるまま書庫に向かった。

　城内は静かだった。道すがら回廊を通ると、開けた中庭には大きな噴水がある。今は水を通しておらず、しんしんと降り積もる雪が粉砂糖のように辺りを白く染め上げていた。物寂しいのに不思議と見入ってしまう静寂に、セシリアはつい足を止める。

（綺麗……）

　帰れなくなったときは雪などうんざりだと思ったけれど、こうして見ると白い世界の美しさに見惚れてしまう。気候に恵まれたリフでは雪などまず降らない。

「もう少し経てば、ここにも夏が来るのだ」

　隣を見れば、同じように雪降る中庭に視線を向けるレオンハルトがいる。

「では今だけの光景なんですね」

「そうだ。色々と不便をかけさせられるが……こうして見るだけなら悪くないだろう」

　その横顔は、自国への愛情と誇りに満ちていた。

「ええ、とても綺麗で……っくしゅ」

　途端、ぶるりと身震いをする。つい自国に居るときの感覚のままドレス一枚で来てしまったけれど、吹き抜けの回廊は肌を刺すような冷たい風が漂っている。

　レオンハルトは自らの黒衣をセシリアにかけた。

「あまり長居しては風邪を引くな。行こう」

「すみません」

　気を遣わせてしまった心苦しさを覚えながらも、肩にかけられた黒衣の温かさや染みついた匂いに、セシリアは胸を騒がせた。まるでレオンハルトに抱き締められているようで、頬が熱くなる。

　彼に気づかれる前に、この冷えた風が体の火照りを冷ましてくれることを願いながら、セシリアは王子の後を追った。

「そういえば、君はどんな本を読むんだ」

　書庫につき、分類別に整理された本棚を案内されていると、ふとレオンハルトがそんなことを尋ねた。

「以前は色々と読みましたが……今は恋愛小説を主に」

「ふうん。侍女の誰かに頼んだ方がありそうだ」

「レオンハルト様はそういったものにご興味がなさそうですね」

「そうだな、読んだことはない。他人の恋物語を読んで何が楽しい？」

　身も蓋もないことを言う。しかし、いかにも軍人である男相手に、女が好む恋愛小説に興味を持てという方が無茶なのだ。セシリアも先ほど差し出された戦術書には躊躇した。

　何が楽しいかと改めて聞かれると、どう答えたものか。セシリアは答えに数秒の沈黙を要した。

「ううん……そうですね。誰も生まれは選べないでしょう？　私たちのような王族では、結婚相手も自分では決められない。それでも、小説を読んでいると自由に外を歩き回れる気がするんです。それで自分だったらって想像するんです。普通に街中で出会い恋をするのはどんな気分だろうって、自分で相手を選べるってどんな感じだろうって」

「好いた相手と結婚したいか」

　静かな低声に、はっとする。

「すみません」

　つい自分の立場を忘れていた。急いで頭を下げるが、レオンハルトは首を振る。

「俺が聞いたことだ、構わん。それに……君の気持ちは分からなくもない」

「そう、ですか？」

「ああ。政略結婚など、国のためとはいえ女にとっては辛いことだろう」

　意外な言葉に、セシリアは驚いた。将軍であり数々の国を占領下に置いてきた国の次期国王の言葉とは思えなかったのだ。

　王族の女など政の駒。それが世の中の一般的な見方だ。いかに尤もらしい理由をつけようと、傅《かしづ》かれようと、貴族や王族の男たちは女を、子を産み家や国に豊かさをもたらす道具としか見ていない。社交界でもそれは嫌というほど感じていた。

　秘かな衝撃を覚えつつ、セシリアは口を開く。

「でもそれは、レオンハルト様も同じことでは？」

　相手を選べないのは女も男も同様だ。そんな問いに、王子は初めて言い淀んだ。

「俺は……どちらにしろ選べない」

　本棚を向いた彼の顔は銀糸に隠れ、セシリアにその表情は見えない。けれどその声音は、どこか諦観に満ちたものだった。

　声を掛けるのも躊躇うほど心許ない声に、セシリアはただじっとその髪の奥に隠れた顔を見つめる。

（どうしてそんなこと……）

　セシリアが口を開く間もなく、彼は切り替えるように一冊手に取るとこちらを見やった。

「これはどうだ。少し古いが、国に伝わる物語が集められているものだ。恋物語も多少は入っているだろう」

「あ、……ありがとうございます」

　いつも通りの様子に戻ったレオンハルトにホッとする半面、セシリアは複雑な気持ちになった。

　レオンハルトはいつもセシリアを助け、気を遣ってくれている。それが痛いほどわかっているのに、自分は何も彼のためにしてやれないことが歯痒い。気の利いた言葉一つ掛けられないことに無力感を抱いた。

（今までたくさんの本を読んで心救われてきたというのに、こんなとき慰めの言葉が見つからないなんて）

　意気消沈しながら部屋まで辿り着くと、ふとあるものが目に入った。それを手に取ると、踵を返してレオンハルトの部屋に続くドアを叩く。

「どうした？」

「あの、これ……私が国から持ってきたものなんですけれど」

　リフ王国を出るときに急いで持ってきた小説を差し出すと、レオンハルトは怪訝な顔をした。

「私の好きな本なんです。それで……よろしければ、もしお時間がおありでしたら、その……」

　言いながら、男性に恋愛小説を渡すなどおかしいような気がして、もごもごと言葉を濁す。

　咄嗟に思いついたのだが、失敗だったかと差し出した手を引っ込めようとすると、彼は本を手に取った。

「わかった」

「へ？」

「読んでみよう。感謝する」

「あ……い、いえ」

　思いがけず素直に受け取られると、それはそれで戸惑ってしまう。挙動不審になりながら、セシリアは逃げるように自室へ飛び込んだ。

（び、びっくりしたわ）

　本を受け取ったことはもちろんだが、感謝すると告げたレオンハルトがそれはそれは穏やかに微笑むものだから、つい胸が高鳴ったのだ。

　セシリアはしばらくドアの前から動けなかった。早鐘のごとく鳴り続ける己の鼓動を聞き、見たばかりの笑顔を脳裏に蘇らせて、その場に立ち尽くしていた。
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　それからレオンハルトは暇を見つけるとセシリアを城内に連れ出してくれるようになった。

　雪降り続く中では遠出こそできないが、広い城内は見て回るのに丁度いい。至る所に自国とは違う文化が見えて新鮮だ。

　防寒の術《すべ》を侍女やレオンハルトに教えてもらうと雪国の生活にも慣れてきて、恒例となったレオンハルトと二人きりの食事やティータイムは、一人で異国に残されたセシリアの心を癒やし慰めるものとなっていた。

　そんな中で、レオンハルトがごく最近まで長いこと軍人として各地の駐屯地に留まっていたという話を耳にした。国境付近では近くの村や町の者たちと話す機会も多く、そこで色んな話を聞いたらしい。そのためか、彼はおおよそ王族と思えない見識の広さと価値観を持っており、柔軟な発想にセシリアは驚かされた。

　またあるときは城内を歩いている兵士たちと会った。彼らの表情や態度を見れば、この第一王子が深く尊敬と信頼を寄せられていることが見て取れる。若くして将軍になったことも、経歴に箔をつけるためのお飾りではなく、純粋な実力であることは明白だった。以前にも民衆からの支持が厚いと聞いていたが、軍人からも同じように次期国王としての期待を寄せられているようだ。

　そんなとき、セシリアは不思議な高揚感を覚える。誇らしい気持ちとでもいうのか、兵士たちから敬われているレオンハルトを見ると嬉しくなるのだ。彼を侮蔑するイーヴォのような者たちとは違う、次期国王としての将来を見ているようで安心した。

　けれどレオンハルトはそんな者たちと話した後、決まってほんの少し浮かない表情をするのだった。いつもは射貫くように真っ直ぐ向けられる青い視線を、そのときだけは迷うように伏せてしまう。セシリアはそんな彼を見ると胸の奥が痛んだ。けれどいつだってその様子にかける言葉が浮かばず、つられるように押し黙ってしまう。

　なぜ、どうして。聞きたいことは山とある。けれどその度に浮かぶのは、己の立場だ。――自分は第二王女であるという事実。

　それが、偽の婚約者であるレオンハルトの深いところへ立ち入ることを躊躇わせた。

（早く本当のことを言わなくちゃ）

　自分は本当の婚約者ではないと言ったところで、彼は驚きはするだろうが怒らないだろう。

　数日共に過ごしたセシリアにはその確信がある。それでも、いざ言おうとすると言葉が出てこなかった。時折見せる優しげな笑顔を、嘘をつかれていたと知って曇らせたくなかったのだ。

　いつかは言わなくては。そう思いながらずるずると先延ばしにして、気がつけば随分と日が経っていた。

　今日は「少し、俺の用事に付き合ってほしい」と連れ出された。

「ここは……訓練場、ですか？」

「そうだ」

　リフにも訓練施設はあるが、王女であるセシリアは足を踏み入れたことがない。女はそのような場に近づく必要がないというのが国の一般的な考え方なのだ。

　だからだろうか、足を踏み入れるとき、セシリアは秘かに妙な緊張と背徳感を抱いた。

　レオンハルトは黒衣を脱ぎ軽装になると、簡単に体を動かした後、自身が常に携えている長剣を手に素振りをはじめた。

「剣を振るわないと体がなまりますか」

「かもしれん。常に万全でありたいからな」

　彼の言う万全とは、やはり戦いの場を意味するのだろう。

　軽装になるとレオンハルトの鍛え抜かれた肉体がよく見えた。重い長剣を危なげなく持つ逞しい腕やずんとした太い腰、体幹のぶれないしっかりとした立ち姿は騎士そのもので、なるほど国一番の軍人なのだと納得する。

　ふと、壁にかけられた訓練用なのだろう木製の剣が目に入る。試しに手に持つと模造でもそれなりに重かった。訓練であっても本物の剣に似せた重さにしているのかもしれない。

「そういえばリフでも近年、剣術大会を開いているんです。今年は数週間後に」

　ちょうどこのような模造刀を使う。大会に参加するのはそのほとんどが貴族であるので、万が一にも怪我をされてはたまらないのだ。

　レオンハルトは手を止めずにその顔を苦々しく歪めた。

「剣を見世物にするなど……理解できん」

　レオンハルトは王子ではあるが、その心根は生粋の武人なのだなとセシリアは頷いた。

「では戦争のない今、レオンハルト様は何のために剣を振るいますか？」

「守るためだ」

　さも当然のことと、王子は淀みなく答えた。

「けれど、ヴィセルゼンは今、攻撃されておりませんわ」

「守るべきは国だけではない。大事な者であったり己の矜持であったり色々だ。力がなければ奪われるだけだろう。そのときに無力さを思い知っても遅いのだ」

（力がなければ……）

　レオンハルトの率直な言葉は、セシリアの胸の奥に深く突き刺さった。

　思い出すのは祭典の夜だ。何の警戒もせずに差し出されるまま酒を飲み、薬を飲まされ、組み敷かれた忌まわしい記憶。今まで跡取り争いとは無縁で、平和な城でぬくぬくと育てられてきたセシリアには衝撃的な経験だった。

　けれどきっとセシリアが知らなかっただけで、あのようなことは多かれ少なかれどこの国でも起こりえることなのだ。そしてそんな争いに王女が巻き込まれることも、きっと珍しくはないのだろう。

　ここに来てからというもの無力さを思い知ることが増えたセシリアには、レオンハルトの言葉が他人事のように思えなかった。

「……レオンハルト様」

「なんだ」

　セシリアは静かに重い模造刀を手にしたまま、一歩前へ出た。王子は剣を下ろし、彼女を見る。

「私にも、剣術を教えて頂けませんか？」

「なぜだ？」

「守るための備えを私もしてもよいかと」

　自国で言ったならたちまち笑い飛ばされるだろう。けれどレオンハルトはそんなことはしない。そう確信していた。

　しかし王子は僅かに目を見開いたあと、すぐに剣を鞘に収める。やはり女が剣術などと馬鹿にされるかと落胆するセシリアに、彼は首を振った。

「いきなり振り回すつもりか。体を解してからにしろ」

「は、はい！」

　喜び勇んで模造刀を置くセシリアに、レオンハルトは苦笑した。

「リフは保守的な国だと聞いていたが、君のような女もいるのだな」

　王女らしくない。そう言われた気がしてセシリアは赤面する。

「すみません……」

「構わん。守られることを当然としている姫君よりずっとよい」

　いつもと変わらない低声に、ほんの少しだけ柔らかな含みがあることを聞き取り、セシリアは途端に胸が弾むのを感じていた。さっきまで落ち込んでいたのに、自分は随分と単純なようだ。

　動きやすいよう軽装に着替え、入念にストレッチをしてからようやく模造刀を与えられる。剣の構え方や扱い方を一通り教えられると、少しずつ体の動かし方がわかってきて、セシリアは徐々に剣術の楽しさにのめり込んでいった。

　レオンハルトの持つ模造刀を受けながらちょろちょろと動くと、ふいに「ネズミのようだな」と笑われる。

「ね、ネズミだなんて」

「むくれるな。逃げ回れる体力があるのはいいことだ。相手を疲れさせることもできるし、剣を振るわなければ消耗も最低限に抑えられるだろう」

「そうかもしれませんが」

　確かに模造刀とはいえ女のセシリアには重い。長く手にしているので一度振り下ろしたらそのまま落としてしまいそうだ。けれどネズミに喩えられるのはどうなのだろう。

「とはいえ、君より素早い者は多いだろうがな」

「え？　あっ――」

　彼の言葉に気を取られたほんの一瞬で、レオンハルトは距離を詰めて己の模造刀をセシリアの首に当てる。

「ほら、もうやられた」

「今のはずるくないですか？」

「襲われたとき相手にそう言えるのか？」

　その通りだが気を取られたのはレオンハルトにも責がある。あまりにあっさりと距離を詰められたことが面白くなくて、つい唇を噛んだ。

　そんな様子にレオンハルトは目を細める。そっと身を離すと、いつのまにか模造刀を落としていた彼女の手を掴んだ。

「至近距離は剣よりも体術がいいだろう。ここを使え」

「ここ？」

　手の平の根元の部分を撫でられる。

「そうだ。今のように距離を詰められたら、ここを相手の顔に向けて思い切り突き出せばいい。女の力でもそこそこの衝撃を与えられる。その隙に逃げられるだろう」

「ここを……」

　ちらっとレオンハルトを見る。先ほどの仕返しとばかりに言われるまま手を突き出そうとした刹那、その手首を掴まれた。

「ひゃっ」

　勢いがついたセシリアの体がバランスを崩す。倒れそうになるところを、太い腕が捉えた。

「隙を狙うなら今の視線は余計だったな」

「うう……勉強になります」

　さすがにたった今聞いたばかりのことを、教えてくれた本人に実践するのは無理があったようだ。実のところ、本気で当てようとは思っていなかったのだが。

（……あっ）

　抱き寄せられ、体温の上がった互いの体が密着していることに気がつくと、セシリアは思いがけず胸をどきりと高鳴らせた。

　ごく近くで見るレオンハルトはあまりに美しくて、つい視線を彷徨わせてしまう。――と、そのとき、視界の端で何かを捉える。

　白銀の髪に隠されていた左目が、近くから見上げることで僅かに見えたのだ。

　それは、新雪の上に一滴落とされた鮮血のように赤々としている、――。

「その瞳……」

「っ」

　セシリアが思わず口にした途端、レオンハルトはハッとして体を離し、いつもは隠れているその左目を髪の上から隠すように手で覆った。

（なんて綺麗なの）

　レオンハルトの美しい造形に常に見えているのはコバルトブルーの瞳だ。だがもう片方は紅玉のように赤々としている。オッドアイというのだったか。たまにリフの街中で見かける野良猫でそのような瞳を目にするが、人間でも存在するとは聞いたことがなかった。

　頭に過ぎるのはひとつだ。

（やっぱり、あの夜に見た赤い瞳は見間違いなんかじゃなかったんだわ）

　祭典の夜、第二王子のイーヴォに襲われたところを助けてくれたときに見た赤い瞳。

　夢や見間違いかと思っていたけれど、そうではなかった。そのことに、セシリアは喜びと妙な高揚感を覚えていた。

　だがレオンハルトは眉間にきつく皺を寄せ、戸惑うようにその青い視線を揺らめかせる。

「……すまない」

　絞り出したような声は悲痛に満ちていた。

「妙なものを見せた」

「そ、そんな」

　不思議ではあるが嫌悪など一切ない。急いで首を振るが、レオンハルトはただ後悔するように左目を隠した手で前髪をぐしゃりと掴んだ。そんな姿に、セシリアは己の胸がひどく痛むのを感じていた。

「……あの、その目は……」

　レオンハルトの様子からするとよくないものなのだろうか。ただ見た目だけに惹かれ、美しいと思ってしまった自分を恥じながらおずおずと尋ねると、彼はしばらく思案した後に決意するよう短いため息をついた。

「これは、証だ」

「証？」

「呪いとでもいうべきか……君は知らずとも良いと思っていたが、そういうわけにはいかないのだろうな」

　困惑し、迷うように漂っていた青い瞳がふいにこちらに向けられるのでセシリアは慌てた。

「そんな、私などに無理なさらずとも……」

「いいや……君は婚約者だ。いずれ話さなければならんことだったのだろう」

　レオンハルトはそう言うと、その場に腰を下ろす。「婚約者」という言葉にひどく後ろめたさを覚えつつ、黙ったままのセシリアもそれに倣うと、王子は逡巡しながら口を開いた。

「どこから話すべきか……君も気づいているだろうが、俺はヴィセルゼンの人間とは少し違う見た目をしている。髪や目はもちろん、肌も少しだけ生粋のヴィセルゼンの者より白い。これは母上の国の血が混ざったためだ」

　母のことを話すその瞬間、ほんの僅かレオンハルトの顔に影がさした。しかし青い目はすぐセシリアに向けられ、柔らかな笑みを浮かべる。どこか悲哀を感じる王子の笑顔に、セシリアの胸は再びちくりと痛んだ。

　思い返せば、祭典のときも王の隣にいた王妃は一人だった。王やイーヴォと同じく黒い髪の綺麗な女性。

（レオンハルト様の母上はやはり……）

　第二王子のイーヴォも政略結婚の話をしていた。セシリアは酒や薬で朦朧としていたけれど、話は断片的に覚えている。

　長らく近隣諸国と戦争を続けていたヴィセルゼンは和平同盟を結ぶことで今の平穏を維持している。和平の証という名目で各国の王族の娘と代々結婚しているのは周知の事実だ。

　敵国との同盟の証として姫を娶ることは、戦のほとんど起こらない近年では珍しいことではあるが、まったく聞かない話ではない。ただその場合、リフとヴィセルゼンの政略結婚とは本質的に違い、姫の存在は人質としての要素が強い。元々が敵国であったなら、王妃として迎えられたところで王宮内での扱いもそう手厚いものではないだろう。

　レオンハルトが母親の出身国として口にした名は、やはり過去ヴィセルゼンと何十年も戦争を繰り返していた国だった。

「長く敵対していた国の血を、そう簡単に彼らが受け入れられるはずもない。イーヴォの母ソニアは父と幼少の頃から許嫁でな、同盟の名の元、敵国の女に正妻の座を奪われたことをずっと根に持っているらしい。俺にする以上に、母に嫌がらせをしていたことだろう。もちろん憶測に過ぎないが……子供の頃に亡くなったために母上との記憶はあまりないが、それでも幸せそうな顔をしているときより泣いていたときのほうが多かったことは覚えている。そしてそれを見る度に感じた己の無力感も」

　白銀の王子は沈痛な面持ちで、落ち着きなく拳を握り、その込み上げるやるせなさをどうにかやり過ごそうとしているのが見て取れた。

（お母様……）

　その感情はきっと、自分にも覚えがあるものだ。脳裏に泣きじゃくる幼き日のクロエが蘇る。

　咄嗟に指先が冷えた大きな手を暖めるようにセシリアが両手で握ると、レオンハルトは僅かに驚きその視線をぎこちなく揺らした。

　その手を、彼の大きな手がほんの少しの力で握り返す。ただそれだけでセシリアはささやかな安堵を覚えた。

「父上はこの国では珍しい先進的な考え方でな、それ故に母上との結婚にも前向きだったようだ。こんな見目の俺が王位を継ぐことにも賛成している。それでも、下々の凝り固まった敵対意識までは変えられん」

　レオンハルトの母親がそうであったなら、おそらくその血を色濃く受け継いだ外見の彼自身にも何かしらの偏見が向けられても不思議はない。

　弟であるイーヴォの言葉の端々に、兄レオンハルトへの侮蔑が滲んでいたのはそのせいではないかとセシリアは推測した。そして、それは恐らくあたっているだろう。

　レオンハルトだけが食事を自室で取るのは、そんな者たちと顔を合わす機会を減らしたかったからではないか。イーヴォがそのような価値観にあるのなら、その母も同じ偏見を抱いているのも不思議ではない。

（本当に、違う国なんだわ）

　リフ王国では貿易業が盛んなため、常にあらゆる国や民族の商人が集まってくる。幼い頃からそれが自然だったために、セシリアには見た目で相手を判断するという考えがない。

　そもそも人の上に立つ王族は全ての民に平等であれと教え込まれてきたセシリアにとって、生まれや民族の違いで態度を変えることなどあってはならないのだ。

　それを当然のことと信じてこれまでを生きてきたセシリアは、ほんの少し離れた国の王宮内でそんな差別が平然と行われていることに衝撃を受けた。

「この目は、母の国では稀に生まれるものらしい。珍しいが普通なのだと俺に何度も言って聞かせてくれたが、この国の人間からすると気味悪く映るらしくてな、公の場に出る度に忌み子だなんだと囁かれていたので嫌でも己が不完全であることを思い知らされた。敵国との間の子だから呪われてこんな見た目なのだとな。だから、母上が何と言おうと、この国にいる限りこれは隠さなければならないものなのだと学んだ」

「でも……すごく美しいのに」

　この姿を見てそんな負の感情を抱く方が難しい。少なくともセシリアにはそう感じられた。

　正直な気持ちを伝えれば、レオンハルトは奇妙なものを見るような視線を向け薄い笑みを浮かべる。

「俺にそのようなことを言うのは君くらいだ。国柄の違いもあるだろうが……ここではあまりない価値観だ。俺もこれはあまり見たくはないし、人目にさらすことも嫌いだ。奇異な目で見られるのは慣れたが、それでもあまり良い気分ではないからな」

　以前、第二王子のイーヴォがレオンハルトを「美女と踊るより剣術の稽古を望む軍人気質」と評していたのを思い出す。もしかすると、それも人前に出てその目を見られることを嫌うせいかもしれない。

　幼少の頃よりその見た目や生まれを悪く囁かれ、それを耳にしていればそんな反応は当然といえる。それでも第一王子として生まれたからには、周囲に弱みを見せまいと毅然としていなければならない。何を言われようとどんな企みを張り巡らされようと、些細なことに揺らぐようでは国を統べる者として失格と見なされる世界なのだ。

　いかなるときも感情を見せず冷徹な軍人と知られる王子の内面を、セシリアはここにきて初めて見た気がした。

「それでも俺は王にならねばならない。不完全ではあるが、元敵国だった血が半分流れている俺が王になることに意味があるからだ。――だが……」

　ふと躊躇いが生まれたように白銀の王子はセシリアに視線を向ける。

「レオンハルト様？」

「いや……俺自身、何を言われても構わんと思っていたが、俺の妻となることで君まで悪く言われるのなら……もう少し普通の見目であったらよかったと思ってな。今更どうできることでもないが、すまない」

「そ、そんな、そんなこと……！」

　セシリアは握った手に力を込め、首を振った。

「レオンハルト様は私が今までで出会った誰よりも尊い御方です。不完全などと思わないでください。その目も髪も、私にとっては完璧そのものなのですから」

　こんな環境にありながら尚、婚約者のことを気にするその清らかな心に、セシリアの胸は打ち震えた。

　一瞬でもレオンハルトが疑わないように、この心が伝わるように、セシリアは潤む瞳で真っ直ぐに王子を見つめる。レオンハルトはその勢いに圧倒されたように、僅かばかり目を見開いた。

　セシリアが手を伸ばし、顔を半分隠す絹のような白銀の髪をそっと除けると、宝石のような赤と青の瞳がこちらを向く。

　ぎこちなく、困ったような泣きそうな、なんとも言えない感情を含んだ儚げな笑みを浮かべた。
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（ああ、やっぱり――）

　美しい。

　氷が溶ける瞬間のような、春の訪れを予感させるあたたかな笑みに見惚れていると、柔らかに彼の唇がセシリアの唇に触れた。

「――……」

　胸の奥がうずうずするような優しげなそれは、ほんの僅かな時間で離れてしまう。

　それが少し残念で、けれど唇に仄かに残る体温や感触に、今までとは違う優しげな色を湛えた視線に、セシリアの胸は苦しくなった。

（このまま、本当にこの人の妻になれたら……）

　本来の婚約者であるクロエも、わがままではあるが根は優しい女だ。きっとレオンハルトのいい妻となるだろう。けれど、それでも胸に込み上げるこの気持ちは納得しない。

　他の誰でもなく自分が、この王子の側にいられたら。

　そんなことは無理だ。わかっている。それでも思わずにはいられない。

　そして次に心を襲うのは、彼に嘘をついている後ろめたさだ。自分は第一王女のクロエではない。これ以上親しくなる前に、真実を告げなければならない。

（でも……）

　彼の顔が曇ってしまったら。真実を告げ、その顔を背けられたら。

　想像しただけで、セシリアの心は恐怖に震えた。

（それでも、言わなくちゃ）

　偽りの婚約者ではなく、セシリアとして自分を知ってほしい。知りたい。そう思うから、心臓が破裂しそうなほど恐怖と緊張を覚えながら、セシリアは喘ぐように口を開いた。

「……っ、あの、レオンハルト様……わ、私からも、お話が――」

「しっ、失礼します！　閣下」

　そのとき、セシリアのか細い声をかき消すように勢いよく兵士が走り込んできた。

「すまない。……何事だ？」

　気づけば城内が騒がしい。レオンハルトにつられてセシリアも顔を上げた。

　相当急を要することだったのだろう。兵士は走ってきたようで息を切らせている。その様子を見た途端、セシリアは猛烈に嫌な予感を覚えた。

　心なしか遠くに聞こえていた騒がしさがこちらに向かってくるような気がする。

「は、それがつい先ほどリフ王国より迎えが到着しまして……」

「あっ、ここにいたのね！」

　報告する兵士を押しのけ割り込んで入ってきたのは、眩いばかりの金髪を靡かせたセシリアの姉クロエだった。

「会いたかったわ、セシリア！」

「……セシリア？」

　猛然とセシリアに飛びつき再会に喜ぶ姉を、レオンハルトはどこか冷ややかな視線で眺めていた。
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「あなたがたった一人で残されているとアンセルから聞いたときは心臓が止まるかと思ったわ。可哀想に、どんなにか心細かったでしょうね」

「いえ、そんな……」

　姉クロエの言葉に、セシリアは言葉を詰まらせた。

　あんなにもここに来ることを嫌がっていたクロエは、固まるセシリアの隣にいる白銀の王子を目にするとすぐに居住まいを正し、魅力的な笑みを浮かべた。

「あら、これはご無礼を。レオンハルト様ですわね。お初にお目にかかりますわ、あたしはリフ王国の第一王女クロエと申します」

「それでは、彼女は？」

　感情が一切読めない冷えた声で尋ねるレオンハルトに、クロエはオホホと笑った。

「こちらはあたしの妹のセシリアですの。少々体調を崩しておりましたので祭典出席を代わりに頼みましたのよ。いやねえ、セシリアったら、ちゃんと自分のお名前を名乗りなさいな」

「わ、私は……っ」

　クロエの言葉にセシリアはカッと頬が熱くなるのを感じた。

　ここに来ることを嫌がり、自分のふりをしろと言ったのはクロエ本人ではないか。

　咄嗟に言い返そうと口を開くが、クロエと目が合う。そして彼女の連れてきたリフの兵士、ここまで案内してきたヴィセルゼンの兵士。

　真実やセシリアの気持ちなどどうでもいい。ここに嫁入りするクロエの体面のみが優先される場であることは明らかだった。それを瞬間的に悟ったセシリアは、ぐっと言葉を呑み込んで頭を垂れる。

「……ごめんなさい、お姉様」

　こんな会話をレオンハルトに聞かれていることが耐えられなかった。こんな風に真実を告げるつもりもなかった。

　悔しくて、腹立たしくて、恥ずかしくて、セシリアは顔を上げることができない。

　レオンハルトはどう思っただろう。弟のイーヴォのように、姉の立場を妬んでセシリアが謀ったと思うのだろうか。第一王子に気に入られるため嘘をついたと思うだろうか。

「そうか」

　静かな低声は、セシリアの耳にやけに冷たく感じられた。初めて出会ったときと同じく冷徹な王子そのものの声で、彼は続ける。

「クロエ王女には来て早々ですまないが、また気候が崩れても困る。早く出立したほうが良いだろう」

「まあそんな！　お気遣い感謝いたしますわ。ほら、セシリア行きましょう」

「え、ええ……」

　何か言わなくては。次にレオンハルトと会うのはおそらくクロエとの結婚式だ。きっとまともに話せるチャンスなどもう二度とないだろう。

「あの、レオンハルト様……」

　セシリアは、せめてこれまでの感謝を言おうとクロエに手を引かれながらおずおずと振り返る。だが、途端に言葉を失った。

　レオンハルトはもうその瞳に先ほどまで見せていた柔らかな光など湛えてはいなかった。

　当然だ。そう思う心の裏側で、ひどくショックを受ける自分がいる。感情が見えず、氷の彫像のように無機質な顔を見ると、頭の中が真っ白になってしまい思わず体をびくりと強張らせた。

　そんなセシリアに、レオンハルトは一瞬だけ考えるように視線を逸らし、小さな声で呟く。

「ご苦労だった」

（それは……）

　どういう意味の言葉なのか。

　彼の真意を聞きたいようで、どこか聞くのが怖い。

　曖昧で複雑な感情を残したまま、侍女たちによってあっという間に身支度を整えられたセシリアは、レオンハルトとまともに話しができないまま迎えの馬車に押し込まれた。

　馬車の後ろ窓から小さくなるヴィセルゼン城を眺めながら、セシリアはこれまでの数日間を思い出し、深いため息をついた。頭を過ぎるのは、最後に見た冷ややかな表情だ。

（やっぱり嘘なんかつくんじゃなかった）

　今更だ。わかっていても次々と後悔が降り続く。

　なぜここに来てしまったのか。なぜクロエが迎えに来てしまったのか。けれど誰よりも、本当に悪いのは自分自身だとわかっている。いつだって本当のことを言えた。その時間があったのに、レオンハルトの反応が怖くてセシリアは自分から告げることをしなかったのだ。

（でも、もうきっと関係ないわ。ううん、最初から、あの方はお姉様の婚約者だから）

　一度だけ触れた唇の感触を思い出すと、セシリアは喉が詰まったような息苦しさを覚える。

　見てはいけない夢を、ほんの一瞬見てしまった。第二王女に戻るときがきたのだ。

　窓の向こうに見える白雪の世界から逃げるように、セシリアはそっと目を閉じた。
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　あれほど帰りたいと望んでいたリフに到着してからというもの、セシリアは自室に籠もりがちになった。

　いつも楽しみにしていた新作の小説も読むことをやめ、食事もほとんど喉を通らない。以前は頻繁に庭園に出て季節の花々を愛でながらお茶をしたものだが、今は世界から色が失われたように食事も景色も楽しめなくなっていた。

　そんな日々がどれほど続いたのか。遮光カーテンを引いたまま日中でも薄暗い部屋に、あるとき眩しい明かりが飛び込んできた。

「まあまあ、こんな暗がりで。キノコでも生えてしまいそうよ」

「……お姉様」

　部屋に入ってきたクロエはいそいそとカーテンというカーテンを開けて回る。暗がりに慣れたセシリアはその眩しさに顔をしかめた。

「何の用なの……？」

「あら、テーブルにも随分埃が積もって……全然読んでないの？」

「……別に、気が向かないだけよ」

「本の虫だったのに……恋でもしたのかしら」

　クロエの言葉に、セシリアは自分でも驚くほど動揺する。

「だ、誰に恋するって言うのよ」

「さあねえ」

　他の誰よりも、クロエに気づかれることが恐ろしい。

　不安を顔に出さないように彼女を盗み見ると、自分で振った話題のくせに、クロエはさした興味もないように本にふうっと息をかけて積もった埃を飛ばしていた。

「それよりも、聞いてちょうだい」

　マイペースな姉姫は、ここに来た用事を思い出したように、急に上機嫌になって妹の眠るベッドの傍らに腰を下ろす。

　話題が瞬時に移ったことに、セシリアは内心でほっと胸を撫で下ろした。

「もうすぐ剣術大会でしょう？　そろそろどんなドレスをつくるか決めないとね」

「ああ……もうそんな時期なのね」

　ヴィセルゼンから帰ってきてからというもの日にちの感覚などなくしていた。

　年一で行われる剣術大会は国を挙げての行事だ。姫や貴族の令嬢たちは皆こぞって新しいドレスに身を包み観戦するのが恒例だった。

　男たちが剣を交わすやりとりは平和なリフでは滅多にない刺激的なイベントだ。毎年セシリアも当日を心待ちにし、今年は誰が勝ち残るかと予想をするのが好きだった。だが今は、剣術大会と聞くとレオンハルトが顔を険しくしたことを思い出してしまう。

　剣術を見世物にすることを嫌い、守るために剣を振るうと告げた、あの真の軍人らしい鋭い瞳を。そしてそれが柔らかに細められる瞬間を。

「私は……今年はいいわ。あまり気が乗らないの」

「まあそんなこと言って。今年は観客にお客様をお呼びしたんだから、セシリアもちゃんとしてくれないと困るわ」

「お客様？」

　そんなことを今までしたことがあっただろうか。姉の笑みに不穏なものを感じながら顔を上げると、クロエはにっこりと微笑んだ。

「ヴィセルゼンのレオンハルト様をお呼びしたのよ」

　その言葉に、一瞬呼吸すら忘れて凝視する。

「な……どうして？」

「あら、だってこの前はあたしが行けなかったし、あなたは帰れなくてお世話になったでしょう？　だから今度は是非この祭事にあわせてリフにいらしてくださいってお手紙を書いたのよ。一緒に観戦したらきっと楽しいわ」

「でも、そんなの……」

　来るわけがない。剣術を見世物として扱うことにいい顔をしていなかったし、何より人目にさらされるのを嫌っている。

　何より、あれほど婚約者に会うことを嫌がっていたクロエが、どんな心境の変化でそんな手紙を送ったのだろう。レオンハルトを見た途端、急に結婚に前向きになったのだろうか。美しいものが好きなクロエのことだ、ありえない話ではない。

　突然のことに戸惑うセシリアに、クロエは自分の髪を指先で弄びながら笑った。

「向こうから是非ってお返事頂いたから、セシリアもちゃんと恥ずかしくない格好をしておかないと駄目よ」

「是非だなんて……」

　湧き上がるこの感情はどう言い表せばいいのだろう。途端に、自分はレオンハルトに来てほしかったのか、来てほしくなかったのかわからなくなった。

　もう一度ちゃんと自分から謝罪したいと思っていた。けれど改めてクロエの婚約者として、レオンハルトと対面したらと想像すると、たちまち消え去りたくなる。

（またお会いしたい……でも……）

　まだその覚悟が出来ない。覚悟を決められる日が来るのかもわからない。

　セシリアがそんな曖昧で複雑な心境を抱えたまま、日は一日と過ぎ、あっという間に大会の前夜になった。

　ヴィセルゼン王国からの馬車は昼過ぎには到着したらしいが、セシリアはどんな顔をすればいいのかわからず、その日は朝から部屋に籠もっていた。それも夜までのことで、夕食時になれば一堂に会するのだけは避けられない。

　そんなことをうじうじと考えているうちに夕食の時刻となった。

　久しぶりに見るレオンハルトを前にして、食事がまともに喉を通らない。

「ヴィセルゼン王国の方ではまだ雪が降っているとか」

「ええ」

「そうよお父様。あたしもセシリアを迎えに行ったとき目にしたけれど、一面真っ白でとても美しかったわ」

「それはそれは、さぞやお疲れのことでしょう。本日はよくお休みになられてください」

「お気遣い痛み入ります」

　珍しい客人にクロエは上機嫌だった。つい最近まで床に伏せっていた父王もここ数日は調子が良いようで、新鮮な海鮮料理や柔らかな牛肉の煮込み料理を食べながら、レオンハルトに声を掛ける。無愛想にも感じられるレオンハルトの受け答えを気にすることなく、リフの国王と第一王女は勝手に会話を弾ませていた。

　父とクロエはいつでもそうなのだ。細かいことを気にせず会話を楽しむ。いつもならセシリアも会話に混ざるが、今は向かいに座るレオンハルトのことが気になって仕方がない。

（変わりないお姿……）

　堂々と視線を向ける勇気もなく、ちらりと盗み見ると、見慣れた城にレオンハルトがいる様はとても不思議な光景に思えた。

　月白の様な銀髪を流し、片目の碧眼のみを晒すその姿は、セシリアの記憶にあるよりまた一段と輝きを増しているように感じる。あの日以来に見たレオンハルトの姿に、セシリアは言葉も忘れて胸を高鳴らせた。

「あら、そういえばセシリアは久しぶりに王子に会ったのにだんまりなの？」

　気がついたようなクロエの言葉にハッと顔を上げる。

「……え？」

「何かお話したいことはないの？」

「そんなこと……」

　話したいことはない。そう答えるのも失礼で、けれどクロエや父王のいる前で何を話せというのだ。

　唐突に話題を振ってきたクロエに内心苛立ちを覚えながら、セシリアは言葉を濁した。

　レオンハルトは手を止めて静かにこちらを見やる。その視線に逃げ出したい気持ちをぐっと堪え、ゆっくり口を開いた。

「あ、の……リフの街並みは、いかがでしたか」

　絞り出てきたのは、当たり障りのない質問だった。久しぶりに会ったというのに、つまらないことを聞いている。そんな自覚があったけれど、今のセシリアにはこれが精一杯だ。

　この部屋に入ってからずっと、セシリアは努めて平静を装っている。婚約者同士で、と気を利かせた父王によってクロエとレオンハルトが並んで座ると、まるで数ヶ月後に行われる結婚を擬似的に見せられている気分になった。

　国同士の決めた結婚だ。どうしようもない。今日まで何度も自分に言い聞かせてきた。セシリアにとって、姉クロエの幸せが何よりも大事であり、相手がレオンハルトなら申し分ない。

　それでもいざ、婚約者として並ぶ二人を見ると、あらゆる感情の波が襲ってくるのだ。

　幸せを願うはずの姉に嫉妬する。平然とするレオンハルトに苛立つ。

　結局こんな感情を抱いてしまったのは、自分だけだったのだと嫌でも認識させられることが何よりも辛かった。

（やっぱり、部屋にいればよかった）

　これ以上、彼に変なところを見せる前に、席を立ってしまおうか。

　たまらずセシリアが俯くと、レオンハルトは口を開いた。

「想像した通り、色鮮やかなところでしたよ」

（あ……）

　刹那、かつて見せてくれたような柔らかな笑みを見た気がした。けれどそれはすぐに無表情に隠れてしまう。見間違いかと思うほど一瞬のことだ。

　セシリアが僅かばかり平静を取り戻しかけたとき、クロエが思い出したようにパン、と手を叩いた。

「そうそう。そういえばあたし昨日思いついたんだけれど、今回の大会優勝者はセシリアと結婚できるってどうかしら」

「えっ？」

　何を言い出すのだとぎょっとするが、クロエは小首を傾げ言葉を続けた。

「ね、お父様、どうかしら？　そうすれば結婚してあたしがいなくなっても、この子も寂しくないと思うし。賞品が豪華な方が大会も盛り上がるわ」

「それは良い考えだな」

「お父様!?」

　ばかなことを、と一蹴してくれるかと思いきや、父王もあっさりと頷く。

「なぁに、セシリアにしてもそれほど悪い話ではないだろう？　大会に出る者は皆身元確かな者たちだ。お前の相手にしても申し分ない」

　確かに、セシリアの結婚相手は父王が決めるものだろうと思っていたし、その決定に文句をつけるつもりもなかった。けれど、それがこんな形で決まるなんて思ってもみなかったのだ。

（明日、だなんて……そんな……）

　まだ心の整理がつかない。己の心にはまだ、レオンハルトがいるのだ。相手が誰であろうと、今はまだ他の誰かと結婚なんて話は受け入れられない。それも、自分の結婚が大会の賞品とされるなんて。

　あまりのことにショックで口も聞けなくなったセシリアを余所に、二人は盛り上がる。

　そんな中で、カツン、とやや大きな音を立ててレオンハルトがグラスをテーブルに置いた。途端に会話が止み、視線が集まる。

「失礼」

　小さく非礼を詫びると、レオンハルトはいつものように無表情で言葉を続けた。

「セシリア様のご意見は伺わなくてよろしいので？」

「セシリアの？」

「夫となる者が決まるとなれば色々心の準備が必要かと」

　クロエはセシリアを見やる。

「そうなの？」

「え……？」

　先ほどまでの賑わいが嘘のように、クロエの声がやけに大きく聞こえた。真っ直ぐに見つめる姉の表情はいつもと変わらない。けれどレオンハルトに懸想しているセシリアの目には、彼女の視線が無言で自分を責めているように感じた。

　絶世の美女とうたわれる王女は鷹揚に微笑む。

「あなた、もう誰か心に決めた方がいるの？」

「わ、私は……」

　レオンハルトとクロエ、そして父の視線が自分に集まるのを感じながら、セシリアは俯いて言い淀んだ。

（酷いわ……）

　こんな場で、父や姉の前で、何より本人の前で、そんなことを口にできるはずがない。

　やはり、レオンハルトは嘘をついていた自分に対し、いまだに怒っているのだろう。そうでなければ、こんな意地の悪い問いかけなどするはずがない。

　セシリアは泣きたくなる気持ちを必死で押し殺し、首を振った。

「い、……いないわ。誰も」

「そうか。それなら良かった」

　今にもかき消えてしまいそうな声でセシリアが絞り出すと、父王が安堵するように笑った。

「何、お前が相手は誰になるかと不安になる気持ちも分かるが、どうせ今年も優勝するのはアンセルだろう。あれならお互い知らない間柄でもないし、お前も昔は随分と懐いていたはずだしな。クロエも、自分の近衛兵なら安心して妹を任せられるだろう」

「え？　……え、ええ、そうね。いいと思うわ……」

　父王の言葉に、クロエはどこか浮かない顔で頷いた。

（アンセル……）

　幼馴染みの近衛兵。確かに、彼なら子供の頃から知っているが、穏やかで優しく夫としても理想的な人物だろう。全く知らない相手と結婚するよりは抵抗がない。それでも。

（アンセルは、彼じゃない）

　たとえば、ヴィセルゼン王国に行くことなくこの大会を迎えていたなら、セシリアはそれを当然と受け入れることができただろう。優勝者が誰であっても、異を唱えることなく賞品になることを認められただろう。以前のセシリアならそれができた。

　けれど今は違う。

（このまま、他の誰かと結婚するなんて嫌……）

　たとえレオンハルトと結ばれなくとも、こんな気持ちを抱えたまま他の誰かと結婚することなどできない。だがそれを声高に口にすることは、長年王女として育てられ植えつけられた価値観が許さない。

　その夜。セシリアはどうにもならない己の人生に涙し、夜が明けないことを祈り続けた。
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　翌朝は快晴だった。夏を目前に感じるからりとしたあたたかな風が吹き抜け、雲一つない青空は海と同じ色をしていた。

　朝から頻繁に打ち上げられる花火の音がうるさい。カーテンで塞いだ薄闇の中で、セシリアは雑音をかき消すようにもう何時間も枕で耳を塞ぎ縮こまっていた。

　目を覚ましたくなかった。ずっと眠っていたかった。外に出れば、来賓として呼ばれたレオンハルトとクロエが共にいるところが嫌でも目に入るだろうし、それを横目に自分の未来の夫など見たくもなかった。

「――やだ、セシリアったら、まだ寝ているの？」

　そのとき、騒がしくドアが開いたと思うと、強引に枕を奪われた。眩しさに目を瞬かせながら見れば、予想通りクロエだ。手早く部屋中のカーテンを開けながら呆れたような声を上げた。

「もう大会が始まっているのに姿も見せないで！　ほら、早く着替えさせて！」

　クロエのかけ声で、控えていた侍女たちが入ってくるなりセシリアに群がる。

「何よ、お姉様……どうせ寝ていたって優勝者は決まるんでしょう」

「あなたの未来の夫の勇姿を見届けるべきでしょう。あらやだ、あなた遅くまで起きていたの？　目をこんなに腫らして……」

「っ…ちょっと寝付きが悪かっただけよ」

　顔をのぞき込まれそうになり、セシリアは反射的に顔を背けた。一晩中泣いていたなんて気づかれたくない。クロエは気にした様子もなく、侍女にてきぱきと指示を飛ばした。

「今日は日差しも強いし、いいわ。ベールで隠しましょう」

「……お姉様こそ、こんなところにいていいの？」

「あら、それはどうして？」

「その……婚約者がいらっしゃってるのに……」

　そもそも大会を共に観戦しようとレオンハルトを誘ったはずだ。こんなところにいるより婚約者をもてなした方が良いだろう。

　なるべく気持ちが高ぶらないよう努めて尋ねると、クロエは「ああ」と理解したように頷いた。

「レオンハルト様は一人で城下を見て回りたいと言うからいいのよ。軍人と聞いていたのに、剣術大会はお好きじゃないのね」

「見世物として扱うのが嫌いなのよ」

　ぼそりと呟くセシリアに、クロエはおやと意外そうな顔をした。

「あら、そうなの。じゃあどうして来たのかしら」

「どうしてって……お姉様が婚約者だからでしょう」

　それを、わざわざ自分に言わせないでほしい。思わず唇を噛むが、クロエはふうんと気にした風もなく髪を指先で弄りながら窓の向こうを眺めた。

「以前お呼びしたときはお断りされたのに」

「……以前？」

　それはセシリアの知らないことだ。着替えさせられながらもクロエに尋ねると、彼女は思い出すように小首を傾げた。

「ええ。婚約が決まってすぐの頃だから、もう数年前になるかしら。一度遊びにいらっしゃってってお誘いしたのよ」

「そんなこと……私、知らなかった」

「けれどそのときはお断りされたわ。行く理由がないって」

　率直すぎる返答にぎょっとしてしまう。そんなセシリアを見てクロエは笑った。

「厳しい方とは聞いていたけれど、それであたし怖くなってしまったの。親交を深める気もない男性と夫婦になるのはきっととても辛いでしょう。だから……あなたにも悪いことをしたわ」

「わ、私は……そんなこと」

　姉がヴィセルゼンに行きたくないと駄々をこねていたのは、そういう背景があったのだとセシリアは今初めて知った。

　そして、クロエの代わりにヴィセルゼンに行ったことをセシリアは後悔していない。恨んでもいない。

　急いで首を横に振ると、クロエはうふふと笑う。

「いやね、あたしったら、いつもセシリアに甘えてしまうわ。たまにあなたが嫌って言うのを聞いてみたくて意地悪してしまうときもあるのよ」

「お姉様……」

　いつもの天真爛漫な様子とは少し違う姉に、セシリアは戸惑ってしまう。その言葉を、どう受け取れば良いのかわからない。

　以前は誘いを断っていたらしいレオンハルトの今の気持ちもまた、セシリアには考えが及ばない。もしかして、と僅かに胸が騒ぎはじめるのを理性で抑えていると、ドン、とまた一つ外で花火が打ち上がる。

「あら、また一人勝負がついたのね」

　クロエも気づいたように窓の向こうに視線をやった。その音は、セシリアの未来の夫が決まりはじめている証だ。

　聞いた途端、セシリアの心に乾いた冷気が流れ込むのを感じた。

（今更、どうにもできることではないわ）

　レオンハルトの気持ちがどうだろうと、セシリアの気持ちがどうだろうと、この世界で求められている役割には逆らえない。レオンハルトはクロエと結婚する。セシリアは今日の勝者と結婚する。覆せない。

　思わず俯いてしまうセシリアに、クロエはそっとその顎に手を添え、上を向かせる。

「あなたの未来を、ちゃんと見に行きましょう」

　そう告げる彼女の目は、いつものように暇を持て余したものではなかった。ひどく慈愛に満ちた笑顔は、不思議と見たことのない母の面影を感じる。

　彼女は傍らにある紅玉のように赤く艶めくリップをセシリアの唇にそっと塗った。

「うふふ、とても良いわね。きっとどんな男性もあなたを妻に欲しがるわ」










　気が重いまま、クロエに手を引かれるようにして観戦席まで向かうと、大会はほとんど終盤になっていた。

　勝ち抜き表にアンセルの名を見つけるといよいよ彼が自分の未来の夫になる可能性が濃厚になってくる。落ち着かない気持ちを紛らわせるように視線を漂わせれば、他の勝ち残った参加者の中にふと見慣れない甲冑の者がいることに気がついた。

「あの方は……？」

　リフのものではない甲冑は遠目からも異彩を放っていた。他の者は己の試合以外では兜を外していることが常だが、彼だけは自分の番でなくとも顔を隠し、微塵も動かずに佇んで試合を見つめている。あまりに動かないので、もしやただの置物かと疑うほどだ。

　しかしセシリアの呟きに、朝から観戦している父王は頷いた。

「今朝方、飛び入りで参加した者だ。名はグレンとなっているな。大方どこかの貴族がよその国から雇った護衛ではないかと囁かれているが、なかなかに腕が立つ」

「よその国の者が参加するなんて珍しいわね。……あら、アンセルがまた勝ったわ」

　クロエの声とほぼ同時に歓声が湧く。

　父王の言う通り、謎の騎士は腕がよく圧倒的に強かった。他の優勝候補を易々と倒す様はどこか余裕があり、まるで踊っているようだ。間もなく決勝戦になると、予想通り勝ち残ったアンセルと謎の騎士グレンの対決となった。

（もうこれで決まってしまうのね……私の、婚約者が）

　このように大衆の面前で、自分の未来が娯楽のようにやりとりされる。

　途端、なんともいえない衝動がセシリアの胸に飛来するのを覚えた。静かな湖に一滴の墨を落としたように、じわりじわりと広がる不快感。逃げ出したいような、叫び出したいようなこの苛烈な感情は、言うなれば無力感だろうか。

「あっ！」

　そのとき、クロエの上げた短い悲鳴に知らず俯いていたセシリアも顔を上げた。

　試合開始の合図である笛の音の残響がまだ耳に残るほんの僅かな間に、毎年優勝を果たしていたアンセルがあっけなく倒されたのだ。

　この思いがけない勝負の行方に周囲も言葉を失い、広間を奇妙な静寂が包んでいた。

　そんな中、甲冑の騎士はそのとき初めて顔を観客席に向けた。気のせいかもしれないが、セシリアを見ている気がして、一気に胸がざわめく。

（あの方が、私の……）

　婚約者。誰とも知らない、幼馴染みの兵士をあっという間に倒してしまった謎の男の妻となる。この胸に残る気持ちを押し隠して、この先ずっと。

（そんなの、嫌……！）

　気づいたときには、セシリアは走り出していた。ベールが落ちるのも構わず、ドレスのまま階段を駆け下り、試合会場に飛び込む。

「ひ、姫様」

　慌てた様子で起き上がるアンセルの傍らに落ちた剣を掴むと、その模造刀の切っ先を謎の男に向けた。

「わ、私に勝ったら、あなたを婚約者とします！」

「セシリア！」

　どよめきたつ観衆の間から、戸惑うようなクロエの声が聞こえてくる。

　騎士は何も答えず、無言で再び観戦席へと顔を向けた。その視線の先には恐らくリフ国王がいるのだろう。しばしの間の後、父王が腰を上げたようでゆっくりと姿を現す。その視線の先にいるのはセシリアだ。

「お前はそれでいいのか」

　よくない。でもどうしようもない。そんな言葉を呑み込んで、セシリアは挑むように父を見上げ頷いた。

　アンセルをはじめ、他の参加者たちを易々と倒す腕の持ち主に、自分が本当に勝てるとは思っていない。けれど黙って見ていることもできなかった。あがきたかった。少しでも、自分の意思を通したかったのだ。

　本当の願いは叶わないとわかっている。その八つ当たりかもしれない。

　国王が騎士の方に目をやると、男は自分もそれで構わないというように無言で頷いた。自分が負けることはないと高をくくっているのだろうが、その仕草すらセシリアは癪に障った。

　国王は諦めたように小さくため息をつく。

「両者が了承しているならいいだろう。……こんなことをしては、嫁のもらい手もないだろうからな」

　勝敗に関わらず、女が男に勝負を挑むなど跳ねっ返りと思われても仕方がない。だがセシリアにはそれで構わなかった。

（自分の守りたいものを守るためだもの）

　淑女として、王女として、相応しくあれと育てられ、それが正しいと信じて生きてきた。しかし変わったのだ。本当の姿でも好ましいと笑う男と出会ってしまったから、セシリアはもう自分を偽りたくなかった。

　初めて持つ大会用の模造刀は、ヴィセルゼンで持った物より格段に軽かった。おそらく貴族の者たちに配慮したのだろうが、それでも一度しか剣を持ったことのないセシリアは両手で持たなければ支えられない。

　間もなく、試合開始の掛け声が上がる。

　構え、重心の取り方、剣の振るい方。レオンハルトに教えられたことを少しずつ思い出していく。それを冷静に実践できたのは、相手の男が一向に剣を振るってこなかったからだ。

　彼は、セシリアの一振りを易々と躱し、払い、自分からは決して打ち込むことはない。アンセルたち参加者に対するのとはまるで違う、まるで子供の遊びに付き合うようなやる気のなさにセシリアは次第に苛立ちを募らせた。

「本気で、やりなさいよ！」

　肩を揺らし、息を上げながら剣を振るうセシリアとは対照的に、一定の距離を保ち静かに歩く騎士は冷静そのものだ。

「……本気だ」

　そのとき、初めて男の声を聞いた。甲冑に阻まれ少しくぐもった低声は、やはり息を乱した様子もない。それで本気とはよく言えたものだ。

「嘘よ。言っておくけど、結婚しても私、あなたのこと好きになったりしないわよ」

「構わない」

　間髪入れずに答える騎士に、セシリアは不満を募らせる。

（やっぱり、どうせ女の意思など気にしないんだわ）

　他の男たちと変わらない。大会のトロフィーとして王女を手に入れたいだけなのだろう。こちらの気持ちなど興味もない。そう思うと、何が何でも負けたくない気持ちが湧いてくる。

　セシリアは大きく振りかぶって模造刀を振り下ろした。

「ならどうして参加したのよ！　……あっ」

　騎士の剣がそれを受け止め、弾かれる。途端、跳ね返されたセシリアの体は後ろに傾く。その腰を、逞しい腕が抱き留めた。

「……守るためだ」

　ガチャン、と近くで音がした。セシリアの手から離れた模造刀が落ちたのだ。

　気づけば間近に騎士がいた。無機質な甲冑の感触に驚きながら、セシリアは男の台詞にどこか既視感を覚える。

（このやりとり……ううん、今は試合中よ）

　前回、一瞬気を取られたときに距離を詰められたことを思い出したセシリアは、すぐに我に返った。

「降参か？」

「いいえ――っ」

　男の声にムキになって答えると、己の手の甲を勢いよく前に突き出した。近距離なら体術を使えというレオンハルトの教えをセシリアは覚えていたのだ。

「っ!!」

　硬いふちが手の甲にあたる感触がするが、構わずそのまま前に突き出すと、思いがけないことだったのか騎士の顔が仰のいた。当てるところがずれたのだろう、ガランと音がして男の甲冑が落ちた。

　途端に、騎士の容貌が露わになる。雪白の肌に、白銀の髪、そして――。

「え……？」

　セシリアは自分の目が信じられなかった。

「そんな……あなたは……」

　いつもは片目を隠している髪が、今は後ろに纏められている。あの日以来、目にする左右非対称の異色の瞳が、真っ直ぐセシリアに向けられた。

「ああ、そうだ。……俺が勝っても良いか？」

「そんな……だって、だって……それでも、あなたは……」

　クロエの婚約者。その言葉は口に出来なかった。

　彼は笑うと片手に持っていた模造刀をいつかのようにひたりとセシリアの首にあてる。セシリアの負けだ。

　彼の笑みを見つめていると、悔しさではない感情に満たされ、セシリアは泣きたくなった。

「国王よ」

　レオンハルトはどよめきの収まらない観戦席を再び見上げ言い放つ。

「失礼ながら優勝商品はいらぬ。そのかわり、ひとつ願いを叶えて頂きたい」

　観戦席の手すりに手を掛け、身を乗り出すようにして試合の行方を見守っていた父王も、謎の騎士の正体に気がついたようで、やや狼狽えながら頷いた。

「申してみよ」

「こちらの王女が、望む相手との結婚を。どうだ、君は誰と結婚したい」

　突然の問いに、セシリアは戸惑った。

「わ、私は……」

　こちらを見下ろす柔らかなオッドアイの向こうには、父の隣に立つ姉の姿がある。

　躊躇うセシリアを真っ直ぐに見つめる姉姫は、柔らかに微笑み首を左右に振った。――自分のことは気にするな。そう言われたような気がして、セシリアは目を見開く。

（私は……）

　先ほど部屋で見たような、優しげな姉の笑みに背中を押され、セシリアはレオンハルトを見つめ、喉を震わせた。

「私は……」

　言ってもいいのか。許されるのか。国同士の取り決めがある相手を、第二王女である自分が。

　この気持ちを口にすることが、もし許されるなら、自分が口にする名はこの世で一つだけだ。

　その名を持つ男の手を握ると、彼はそっと顔を寄せ、額をあわせる。

「君が何者でも構わない。俺は、君の夢になれるか？」

　それは、いつかセシリアが語った話だ。自由に相手を選びたいと語ったことを、レオンハルトは覚えていた。その事実にセシリアは胸の奥が苦しくなる。

　ため息にも似た呼吸を震わせ、王女は小刻みに頷いた。

「ええ。ええ、もちろん……私は、あなたがいい」

「ああ。俺も、君が良い」

　レオンハルトは囁くと、眩しそうにその目を細め、紅玉のような彼女の唇に触れるだけのキスをした。そして再び国王に向き直ると、片膝を突き、深く頭を垂れる。

「クロエ嬢には深く謝罪する。此度の行いは全て、ヴィセルゼンを離れた俺個人の判断のこと。国同士の取り決めの重みは重々承知しているが、その上で伏してお願い申し上げる。このレオンハルト・グレア・ヴィム・ディーフリートがセシリア嬢を妃に迎えることを許して欲しい」

「レオンハルト様……」

　観戦席にいた他の者たちも、彼が名乗ることでその正体を察したらしかった。途端にあちこちから囁き声が聞こえてくる。

「ヴィセルゼン……？　あの軍事国家の王子がなぜ大会に……」

「両目が違う色をしているわ」

「それにあの髪……生粋のヴィセルゼンの者ではないのかしら」

「ここらでも滅多に見ない色だわ」

　その言葉の数々に、セシリアは狼狽えた。また心ない言葉で、レオンハルトが傷つけられないか不安になったのだ。そして沈黙を続ける父王の反応もまた気になった。

　見上げれば、父は困り果てた様子でそばにいるクロエに視線を送っている。国同士の取り決めである第一王女をないがしろにされたことには黙っておけないが、大会優勝者の望みである第二王女の希望を叶えるという約束を無視するわけにもいかないのだろう。

　クロエはセシリアたちを見ると微笑んだ。

「あたしは構わなくてよ、お父様」

「クロエ、お前までそんなことを……」

「あら、いいじゃない。結婚相手が第一王女から第二王女になったところで、どちらの国にも損はないでしょう？　それにお父様、実はあたしも心に決めた男性がおりますの」

「何？　だ、誰だ」

　クロエの意味深な視線の先には幼馴染みの騎士がいる。

「お前……まさかアンセルと……？」

「ええ、もう……危うく優勝してしまうんじゃないかとヒヤヒヤしたわ」

　国王の視線に気づくと、アンセルは落ち着きなく視線を彷徨わせ背筋を伸ばす。

「……どうやら、俺は君の姉君に担がれたようだな」

　レオンハルトは小さく呟く。セシリアも同意見である。

　恐らく昨夜クロエが言い出した大会優勝者の褒美の件は、レオンハルトをけしかけ、自分が望んだ相手と結ばれるための策略だったのだろう。

　自由奔放と思っていた彼女の手の平でまんまと転がされていたとはなんとも言えない気分だが、結果レオンハルトの気持ちを知ることができたので怒りは湧いてこない。

　新事実を次々に知らされ呆然としかける国王だったが、民衆の面前であることを思い出すとすぐに咳払いをして威厳を取り戻した。

「レオンハルト様、クロエもこう申しております。セシリアが望むなら、私がこれ以上口を出すことではありません。認めます」

　国王の決定に、大会の勝者が決まった大きな花火が打ち上がる。

　セシリアはレオンハルトに飛びつき、彼はその身を受け止めると、強く強く抱きしめた。
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「――ん、ふぁ……っ」

　大会の後レオンハルトを部屋まで送ると、そのまま部屋に引きずり込まれた。

　それはセシリアの望むところでもあったので、大きな手に腰を引き寄せられると、たちまち心臓が高鳴る。

「ふ、……ん……」

　貪るように唇を塞がれ、口内を舐られると、セシリアは途端に頭の芯がぼうっとしてしまう。

　冷え冷えとした国に住み、自身も常に血の気を感じさせない雪白の肌をしているのに、その唇は燃えるように熱く、舌は分厚く器用に彼女の口内を這い回る。

　歯茎をなぞり、上顎をくすぐり、慣れない口づけに逃げ惑う舌を絡め吸い上げると、初心な王女の背中には途端、甘やかな刺激が走り、腰が砕けてしまう。

　今朝までは己の人生に絶望し、太陽が昇らないことを願っていたのに、今はこうしてレオンハルトに抱き寄せられ、ドアに押しつけられるようにして唇を重ねている。いまだその現実が信じられなくて、もしかしたらまだ自分は自室のベッドで眠ったままなのではないかとすら思ってしまう。

「何を考えている？」

　聡い双眸が、セシリアを認める。いつもよりどこか余裕を失っているその瞳に、セシリアは見惚れた。カーテンが引かれ薄暗い部屋の中でも、彼の双つの宝石は輝きを失わない。

「なんだか、夢のようで……」

　真実ではあったが、口にするとひどく子供じみて聞こえた。

　すぐに恥じて目を伏せるセシリアに、レオンハルトは一瞬の間をおいて破顔する。

「そうか。それなら、少しずつ現実と感じさせてやろう」

「ひゃっ」

　ぐっとセシリアの身体を抱き上げると、そのままベッドに横たえ、のし掛かる。

　自国のゲストルームのベッドなど珍しくもないのに、そこにはレオンハルトの香りが染みついているようで、ふわりとその微香を嗅ぎ取るとセシリアの胸は騒がしくなった。そして既視感を覚える。答えはすぐに出た。

（あ、そうだ。私、以前にも……）

　第二王子のイーヴォに襲われたとき、薬を盛られたセシリアはレオンハルトに身体を触られたのだ。ほとんど記憶が曖昧で、それこそ現実感がなかったけれど、今になってようやくその記憶が蘇ってくる。

　体内が熱く朦朧とする中で、セシリアを未知なる世界に誘う彼の大きな手を、唇を。そのときの官能が目を覚ますように、肌が火照りはじめるのを覚えた。

　レオンハルトも同じように思い出したのか眉根を寄せた。

「辛い思いをさせてすまない。身代わりでいたなら尚更、君には酷なことだっただろう」

「そんな……レオンハルト様が助けてくれましたから平気です」

「こんなことなら、あれにはもっときつく紐を締めておくんだった。……どこを触られた？」

　どこか不穏なことを呟きながら、レオンハルトはくすぐるようにセシリアの額や耳に口づけを降らせる。

「ふふ、どこも。すぐに来てくれましたから」

「そうか。それでもやはり、君に触れる隙を与えたのは面白くないものだな。これまでのこともあわせて、これからじっくり穴埋めさせてくれ」

「そんなこと……私はレオンハルト様のおそばに居られれば幸せです」

　セシリアの言葉に、レオンハルトは僅かに目を見開くと困ったように笑んだ。

「そう可愛いことを言われても困る。君は甘やかすのが得意なようだ」

　自覚はない。セシリアが首を傾げると、王子はその唇を啄むように塞いだ。

「だがこれからは、俺が君を甘やかしたい」

「そんな、……あっ」

　大きな手の平が、セシリアの小さな耳朶を撫でるとくすぐるように首を撫で、ドレスの上からすくいあげるようにささやかな双丘を持ち上げた。柔らかな美肉をやわやわと揉み上げると、その先端は徐々にツンと尖り、ドレスの上からもその硬くしこった存在が主張し始める。

　むずむずするような、胸の内が高鳴るなんともいえない甘やかな刺激に、セシリアは息を詰まらせた。

「ぁ、は……ぁ……」

「君の着るドレスはいつも、首元まで隠すものだな」

　セシリアの首元のリボンを口の端で解きながら、王子はふとそんなことを口にした。

「国の流行か何かかと思っていたが、姉君や他の女性とは違うようだ。何かあるのか？」

「え、ええ……その……あまり、自信がなくて……」

「うん？」

　すでに触れられているので今更だと思いつつも、自分から口にするとなるとセシリアは我知らずレオンハルトの手の上から自分の胸にそっと手をやった。

「あの……、お姉様や他の方よりも、その、小さいので……」

　胸元が開いたデザインのドレスは苦手だ。小さな胸が強調されてしまい、姉の隣に並んだとき、より貧相に見える気がする。

　視線を泳がせながら白状するセシリアに、レオンハルトは「そうか」と短く呟くとぷちぷちボタンを開いていった。

　カーテンを引いているとはいえ日中の明かりが薄ら部屋を満たす中で、自らの秘めた部分が露わになることに羞恥を覚えてしまう。

　もしレオンハルトが、自分の胸を見てがっかりしたら。

　ふと浮かんだ可能性に、セシリアは怖くて彼の顔を見ることが出来なかった。

　はらりと前が開かれ、白く柔らかな双丘が外気に触れる。恥ずかしさと緊張で大きく呼吸すると、その先端で硬くなった赤い果実がふるりと揺れた。そんなささやかな乙女の丘を、そっと指先がなぞるように触れる。

「綺麗だ」

「ほん、とに……？」

「ああ、とても可愛らしい。それに子を成せば自然と大きくなるだろう」

「お子を……っ」

　オウム返しに口にしてすぐに、セシリアは顔を真っ赤に染めた。

　結婚したいと言った。ベッドにいる。そんな二人には今更だ。わかっているのに、その響きはセシリアにやけに生々しく現実をつきつけた。これからの行為にどんな意味があるかを。

　そんな彼女の反応に、レオンハルトはにやりと微笑んで片方の果実に唇を寄せる。

「そう初《うい》反応をするな」

「は、ぁ、うう……そんなこと……っ」

　ちろちろと先端を赤い舌先で弾くように舐られる。いつも澄ました男が見せつけるように舌を出し、淫らに自分の乳頭を舐めていると思うとたまらない。

　言葉を途切れさせ、息を詰まらせながら、セシリアは妖艶な王子に見惚れた。

「そうか？　ここも恥ずかしそうに硬くなっている」

　白銀の長い前髪が一房、ぱらりとセシリアの胸元に落ちると、くすぐったい柔らかな感触にドキドキする。言葉を失うセシリアの反応を楽しむように、レオンハルトは彼女のきゅんと硬くなった乳首をそっと口に含み、もう一方を下から持ち上げるように柔らかく揉み込んだ。その愛撫は、まるであの夜のようで、けれどどこか違う。

　セシリアの体を満たすのは、薬で強制的に引き上げられる不快感を伴う熱ではなく、己の高鳴る鼓動と、彼に触れられ触れることで互いに与える熱だ。

　小さな乳房を包むように大きな手の平全体で撫でられ揉み込むと、もう一方ではコリコリと先端を舌先で転がし、擦り、押し込まれては吸われ、乳輪をぐるりと舐め回される。甘やかな刺激が微電流となって幾つも体中を駆け巡り、頭の芯がぼうっとして自然と腰の奥が熱く燃えるようだ。

「あ、ああ……ぁ、あ、んっ」

「好いか。とても柔らかいな。ここも、小さくて可愛らしい」

　つんと尖った先端を、ほんの少し囓られるとビリリッと電流が下腹部に走ってセシリアは腰をくねらせ、子猫のような鳴き声を上げた。

「噛まれるのがいいか？」

　レオンハルトはくすりと笑い、もう一方の震える先端にも微かに歯を当てると、ちゅっと吸い上げた。途端にセシリアは体を弓なりにしならせ、びくびくと体を震わせる。

「ひんっ、あぅ、ううっ、……ああっ、んんんっ」

　その反応に気をよくしたのか、レオンハルトはセシリアの胸にむしゃぶりつき、双丘を揉み上げながら先端を執拗に弄り舐め回した。その先端がじんじんするほど愛撫し解放する頃には、そこは憐れなほど赤くぷっくりと腫れ、触れられてもいない奥処が大きく脈打っていた。

「ん、んううっ……あ、ああっ、あぁ、あ、うう……そんな、意地悪、しないでください」

「すまないな。乱れる君が愛らしくてつい我を忘れた」

「み、乱れるだなんて……」

　恥ずかしい。そう思うが、気づけばセシリアの両足はレオンハルトの腰に絡みつき、服越しに彼の熱い猛りを自らの秘部で感じていた。滾るその硬さにハッとした瞬間、じわりと下着が濡れる感触を覚える。

　顔に出ていたのか、瞠目するセシリアにレオンハルトは煽情的な笑みを浮かべながらぐっと腰を寄せ、自らの熱を彼女のそこに押しつけた。

「ああ、そうだ。君が俺をこうさせた」

「れ、レオンハルト様……」

　ゆっくり体を離すと、大きな手の平がそっとドレスの裾の奥へと侵入し、下着の上から彼女の秘めた狭間を撫でる。すでにそこが湿っていることに気づくと、彼は喉の奥で低く笑い、その下着をずらして秘めた花びらを指先でくすぐった。

　潤みきったそこはそれだけでもクチュリと恥ずかしい水音をたて、その上に息づく可憐な真珠を摘ままれるとたまらず腰が揺れる。

「ひっ、あ、うう」

「随分とずぶ濡れのようだ」

「うう……恥ずかしい、です」

「そうか。俺は嬉しいがな」

　火が出そうなほど熱くなった顔を堪らず両手で覆うと、レオンハルトはクスクスと笑って彼女の下着を取り去り、足の付け根に顔を埋めた。

「レオ……？　っっあああ」

　顔を上げる間もなく、セシリアの秘めた花びらをあたたかな舌が舐め上げる。苛烈な刺激に思わず腰を震わせ嬌声を上げると、逃げ腰になる彼女の両足を掴んだままレオンハルトは口淫を続けた。

　花びらを撫で、狭間を下から上に舐め上げると、包皮を剥いて隠れていた真珠を吸い上げ、舌先で押し込み転がす。ジュルジュルと淫猥な音を立てて迸る愛液を啜り、その狭間に舌が届く限り侵入され舐め回される。

　今まで感じたことのない強烈な快感を一気に与えられ、セシリアは目の前を真っ白にしながら、息も絶え絶えに身悶えた。

「ああ、ああっ、あああ、あっ、ひっ、ひいっ、あ、ああ、くる、くるっ、きちゃっ、あ……あ、あああっ！」

　大きな悦楽の波がざんぶと襲いかかり、為す術なく流されていく。腰が蕩けそうな強い快感に身悶えながら、セシリアは全身からどっと汗を噴き、一際大きく腰を震わせ体を反らしながら絶頂に飛んだ。

　膣内が蠕動するのを感じながらハアハアと浅い呼吸を繰り返していると、レオンハルトが体を起こしてくったりと全身の力を失ったセシリアのドレスを剥ぎ取ってしまう。一糸纏わぬセシリアをシーツに横たえると、王子は自らの服にも手を掛けた。

　シャツの奥からは鍛え抜かれた軍人の肉体が現れる。同じ人間とは思えぬ体の大きさ、筋肉の隆起、太い腕と腰。

（ああ……本当に美しい……）

　性が違うだけでこれほどまでに違うつくりなのかと思わず感嘆のため息を溢す。

　強く逞しい巨木のようなレオンハルトの体躯に見入り、そしてその力強い美しさに、いまだ絶頂の余韻残る秘部がきゅんと収縮するのがわかった。

　彼が躊躇いもなくベルトを解いて前を寛げると、王子の滾る欲がぶるんと顔を出す。セシリアは王女として一通りの閨房術は学んでいたけれど、実際に見るのは初めてだ。今まで教科書の絵でしか見たことのない男の性の象徴。それはまるで大蛇のようだと思った。

　黒く漲るそれは勇ましく天を向き、太く膨れた幹には血管がいくつも走り脈打っている。亀頭はまさしくよくよく太った亀の頭のようで、つるりとした先端は僅かに先走りを滲ませていた。

　予想以上の大きさであることにセシリアは唖然としつつも、それがレオンハルトの一部であり、欲を漲らせた証なのだと思うと、不思議と恐怖は覚えなかった。

　愛しくも美しい男の性の昂ぶりを目にすることができた幸福感に包まれ、その勇ましい欲望が己の破瓜を散らすのだと思うと、胸が高鳴って思わず唾を飲み込む。

　自らの服も脱ぎ去ってしまうと、レオンハルトは再びセシリアに覆い被さる。直接触れ合う肌の熱さに、心地よさに、セシリアは大きく脈打つ己の鼓動を感じつつ、ほうっとため息を漏らした。

　触れ合った部分から溶けてしまいそうな火照りと快さ。ただ肌を重ねているだけでこれほど心を安堵させるものだとは知らなかった。自然と王子の太い首に腕を巻きつけると、レオンハルトは初心な王女の顔に再びキスの雨を降らせ、彼女の足の間に熱く滾った欲の先端をくちゅりとあてた。

「セシリア」

　それは、王子が初めて呼ぶ、王女の本当の名前だった。

　額を合わせ、王女の小さな唇に己のそれを寄せる。赤と青の宝石が、欲情の炎を揺らめかせて、セシリアを真っ直ぐに見つめた。

「俺のものになれ」

「レオンハルト様……」

　囁く低声に胸の奥がきゅうっとなる。あたたかな唇に自分から口づけをすると、セシリアは小さく頷く。

　改めて問う必要などなかった。セシリアの心はもう、ずっと以前に決まっていたのだから。

　レオンハルトはふっと顔を綻ばせると、ゆっくりとその腰を進めた。

「あ、……あっ」

　ぐうっと可憐な乙女の神殿が割り開かれていく。愛液で潤み泥濘んだそこは、それでも王子の偉大な剣を受け入れるには窮屈だった。入口を信じられないほど拡げられ、引き攣るような痛みを覚えながらも、しかしそれは、セシリアの官能を壊すほどではない。

　ぴたりと重なった体の心地よさや、直に感じるレオンハルトの体温と鼓動。息づかいと、ここまで近くにきてようやく嗅ぎ取ることのできる、彼から放たれる花のような媚香に、セシリアは恍惚となる。なによりもレオンハルトと一つになるという悲願が興奮となって、彼女の快感を失わせなかった。

「あ、あぁ……っ」

「っ……狭いな……ふ」

　グズリグズリと信じられないほど奥深くまで侵入してくる彼の欲は、圧倒的な質量で彼女の神殿を満たした。慎重に根元まで埋めてしまうと、レオンハルトはすぐには動かず、息を絶え絶えにしているセシリアの髪を撫で、口づけを降らす。

「大丈夫か、セシリア」

「んっ、うう……は、ああ……レオ、ハルトさまの、ああ……おおきくて、あつ……」

「ああ。君の中が心地よくてこうなってしまう」

　膣肉をみっちりと埋めてしまったレオンハルトの欲は、セシリアの中で大きくドクドクと脈打ち、その微震は息苦しさしかなかった彼女の神殿に、徐々に甘やかな快感を生み出し始めていた。憐れなほど拡げられた膣口をきゅうきゅうと収縮させると、太く硬い彼の欲を締めつけ逞しい剣の形をありありと感じてしまう。

　苦しいのにどこか焦れったい。そんな不思議な感覚に満たされ、セシリアは潤んだ瞳で必死にレオンハルトを見つめた。

「あ、あ……嬉し……ああっ、どうぞ、レオンハルトさまの、いいように動いてください……ん、んっ」

「……、……君を傷つけないよう耐えている。そう煽らないでくれ」

「でも、わたし……っ」

　じりじりと胸の奥が焼けつくような衝動に満たされゆるりと腰を揺らすと、レオンハルトは小さく息を詰め、低く笑った。

「くっ……淫らな姫君だ。男を煽るとどうなるか、これからじっくり教え込んでやろう」

　ぐっと腰を更に押し込み、最奥をこねるようにぐるりと腰を回す。たったそれだけで一気に鮮烈な快感がセシリアの体を走り抜け、ビクビクッと腰を痙攣させて軽い絶頂を覚えた。

「ひいっ！　あ……ああ……」

「達したのか？　これほど感じやすいとは、今まで清らかでいられたことが不思議だな」

「そ、そんなっ、ああ！」

　答える間もなく、レオンハルトは一気に引き抜かれるぎりぎりまで腰を引くと、ずちゅんと奥処に差し入れた。

　愛液でドロドロに蕩けたセシリアの蜜壺は偉大な剣の抽送を容易にし、硬さの残る初心な神殿をごりごりと容赦なく捲り上げられると、目の前を真っ白にさせる。秘めた肉壁を擦られ、抉られ、圧迫される鮮烈な刺激に、セシリアは頭の芯が溶け、腰が砕ける甘やかな電流をいくつも覚えた。

「ひっ、ああ、あああっ、あうっ、ああ、ああっ」

「好いか。奥からどんどん熱い迸りが漏れ出てくるな……っ、ああ……ここが好きか」

　へその裏側をゴリッと押し上げるように擦られると、尿意にも似た奇妙な快感を覚え、セシリアは爪先まで力を込めながら必死になってレオンハルトにしがみつき、嬌声を上げた。

「あああっ、ああ、あ、あううっ、ああ、そこ、ああっ、……ん、そこ、何かっ、ああっ、あ、だ、だめっ、だめですっ」

　ごりゅごりゅと大きな硬い欲がそこを執拗に攻め込むと、快感と共に別の衝動も募っていく。このままでは恥ずかしいことになる予感がして、セシリアは慌てていやいやと首を振った。

「駄目ではないだろう。ここを擦ると、きゅうきゅうと締め付けるぞ」

「や、だ、だめっ、あっ、ああっ、あああ！」

　大きな手の平がセシリアのへその下をくっと押すと、長大な剣の感触をより一層味わってしまい、苛烈な衝動に流されるように腰を戦慄かせた。抑える隙もなく快楽に震えると、ブシュッと結合部から飛沫を吹き出し、熱い迸りをレオンハルトの下腹部にぶちまける。

「あっ、あ……ああ……いやぁ……」

　粗相をしてしまったと思い顔を真っ赤にして泣きたくなるセシリアに、レオンハルトは低く笑った。

「これは君が思っているようなものではない」

「そ、そうなんですか……？」

「ああ。だからそんな顔をするな。それに、たとえこれが君の思うものだったとしても俺は一向に構わない」

「わ、私が構います」

「ふふ、そうか」

　レオンハルトはくすくす笑うと、拗ねるように唇を尖らせるセシリアに唇を押しつけた。

「どんな君も愛おしく思う」

「レオンハルト様……」

　単純だとわかっているが、それでも蕩けるような笑みを浮かべる雪白の王子はやはり、セシリアの胸を高鳴らせてしまうのだ。

「は、ぁ……ん、んう、ううっ、ふ、うんっ」

　口づけを深くしながら、ゆっくりと再開される抽送に身を震わせ、セシリアはレオンハルトのあたたかな頬を撫で、太い首を撫で、逞しい体が小さく華奢な身を押しつぶす重みに陶酔し喘いだ。

（夢みたいだわ）

　王女として生まれ、自分の人生は国のために捧げるものだと思い、幸せになることを心のどこかで諦めていた。誰かに恋をすることも、またその相手に思いを伝えることすら、自分には縁のないことだと思い込んでいたのだ。

　だがレオンハルトは違った。セシリアや他の者たちが作り上げた壁を壊してくれた。それは他国で学んだ先進的価値観ゆえなのか、彼自身が元々備えていた優しさなのか、その両方かもしれない。

　誰よりも聡明で美しく心に傷を負った勇ましい王子が、今この瞬間、自分に焦がれ求めていると思うと、セシリアの胸は大きく震えた。肉体だけの快感だけではなく、心の奥深くまで染み入るような満たされた快楽に身悶える。

「んっ、ああ、あっ、レオ、ハルト、さま、あああ、ああっ」

「は、……ぁ、あ……セシリア、セシリア……っ」

　レオンハルトは唇にむしゃぶりつきながら、太く漲った欲望をセシリアの奥処に突き入れる。火照りじんわりと汗を浮かべた肉体を絡み合わせながら、熱に潤ませた異色の瞳と目が合うと、セシリアの胸の内にたまらない愛おしさが駆け抜けた。

「あああっ、レオンハルトさま、あ、ああっ」

　四肢を絡ませ、セシリアの肉壁が蠕動し、レオンハルトの欲を絞り上げる。熱く滾るそれはいよいよ太さを増し、大きく鼓動した。

「っ、っ、……ふ、ぅ……はあっ、……出るぞ……っ」

　低く唸るように溢すと、抽送は激しさを増し、破裂しそうな剛直をずんずんと容赦なく奥処に突き入れた。

「あっ、ああっ、あ、ああ、んっ、ふ、ああっ、あああっ」

　自分でも触れたことのないほど深くを押し上げ、穿つ愛欲の逞しさに、セシリアは体を揺すぶられながら、息することもままならない強烈な官能に打ち震える。

　余裕をなくし限界まで漲った欲が、セシリアの蜜壺を容赦なく突き上げ、余すところなく擦り割り開くと、結合部からはブチュッゴプッと酷い水音が絶えず響く。熱い吐息を混ぜながらでたらめに唇を塞がれると、ジンと痺れが脳天から駆け巡り、今までより一際大きな波がセシリアに襲い来るのを感じた。

「ん、んんっ、んっ、は、あ、あああ――!!」

「っ、セシリア……、出る…………――っ」

　セシリアが全身を震わせて達すると、それにつられるようにして、最奥まで深々と押し込んだレオンハルトの愛欲が大きく震え、爆ぜた。

（あ、あつい……レオンハルト様の精が……）

　熱い迸りがドクドクと放たれる感触に充足感を覚えながら、セシリアは弛緩する。

　レオンハルトが達したことに喜びを覚え、本当に愛おしい男のものになれたのだという満足感に満たされた。今までは心のどこかで、国のためとはいえ男の所有物になることに嫌悪感を抱いていたというのに、ことレオンハルトに対してだけは例外的な感情が顔を出すので不思議だ。

（きっとこれが、恋は盲目というやつなのね）

　まさか自分が身をもってその言葉の意味を理解する日が来るとは思ってもみなかった。

　吐精し、ぐったりとのし掛かるレオンハルトの重みにすら幸せを感じながら、セシリアはそっと彼の顔に汗で貼りついた銀髪を除けた。その仕草にくすぐったさを覚えたように、レオンハルトは微笑んでセシリアの柔らかな頬に唇を寄せる。

「大丈夫か？」

「ええ」

　いまだ鼓動は速いままだが、それでもこの胸を満たすあたたかな感情は間違いない。どこか気恥ずかしさを感じながら頷くと、彼は眩しいほど柔らかな笑みを浮かべた。

「そうか。乱れる君が愛らしくてつい我を忘れてしまった」

「そんな……レオンハルト様のよろしいようにしていただければ私はそれで……」

「そう言うな。俺も、君のいいようにしたいんだ」

「レオンハルト様……」

　セシリアがしたように、王子も目を細めて乱れた彼女の髪を軽く指先で除けると、ふと呟く。

「本当に、不思議な姫君だ」

「私が、ですか？」

「他に誰がいる？　男に剣術で挑むなど……ふふ」

　レオンハルトは思い出したように笑った。

「あ、あれは……黙っていられなくて」

「ああ、わかっている。でも君が挑まなくても、俺は同じ事を王に頼んだだろう」

「それは……そうでしょうが……」

　そう言われてしまうと、意を決して民衆の前に立ち挑んだセシリアの行動は全くの無駄だったわけで、ちょっと複雑な気分だ。

「……そういえば、レオンハルト様こそいいんですか？」

「何がだ？」

「きっと、男に戦いを挑むような女を妻にする王子だと思われていますよ」

　あのときはそんなこと頭にもなかったが、もし相手がレオンハルトでなかったら、こんな跳ねっ返りの女を妻にするという恥をかかせてやろうとすら思ったかもしれない。

　淑女こそ正しい姿と教え込まれた社交場で、今頃どんな悪評を囁かれているか。今更ながらレオンハルトには悪いことをしてしまった。

　そんなセシリアの心配をよそに、レオンハルトは涼しい顔をして首を傾げた。

「それのどこがいけない？　剣術を嗜むとは、俺の妻には相応しいではないか」

「そ、そんなこというのは、レオンハルト様くらいです」

「そうか、それなら安心だ。君の魅力は俺だけが知っていれば良い」

「魅力だなんて……」

　はたして自分にそんなものがあるのかは不明だ。けれど、レオンハルトの目には間違いなくそう映っているのだろう。その証拠に、セシリアの中にあった彼の欲がムクムクと硬さを取り戻し始めたからだ。

「れ、レオンハルト様……っ」

「はは、初《うい》な。君に触れているとついこうなってしまう。君こそ、さっきからキュンキュンと俺を締め付けてくるではないか」

「そんなこと……あっ」

　かあっと顔を熱くさせ否定しようとすると、きゅっと乳首を摘ままれる。

「ここも、俺が責任をもって大きくせねばな？」

　ちろりと赤い舌先で硬くしこった先端を撫でられると、甘い痺れにすぐセシリアの肌は火照りはじめた。

「ん……お手柔らかに……」

「どうだろうな。君は、少し痛い方が好きだろう」

「そんな、っう、ああ」

　言い返そうとすると、かり、と乳首を甘噛みされる。思わず腰が震え、蜜壺が大きく漲るレオンハルトの欲を締めつけた。達したばかりで鋭敏になった粘膜はほんの僅かな刺激すら大きな快感となって、セシリアの脳を蕩けさせてゆく。

「正直に言え。セシリア」

「あ……ん……きもちい、です……は、んうう……もっと、……あ、ああ、ああっ」

　熱い口内に含まれ、くちゅくちゅと唾液と舌で熱心に舐られると、セシリアはたまらず足を絡ませ腰を揺らした。

「は……本当に、乱れる君は可愛いな……俺の方が搾り取られそうだ」

「ああっ、レオンハルト様……っ」

　膝裏を抱えられ、先ほどよりも大きく足を開かされると、レオンハルトの剛直の侵入をより深くさせた。愛液と精が絡みつく蜜壺を容赦なく掻き回し、最奥を擦り上げ、結合部からは絶えず泡立った粘液がごぷっぶぽっと溢れ出る。より敏感になった粘膜で感じる互いの愛欲の熱さに、セシリアは堪らず嬌声を上げ、官能の虜となった。

「ああ、ああっ、ああ、あ、ああ、あっ、ああっ」

「ああ、……セシリア……っ、セシリア……」

　唇を重ね、指を絡ませあいながら、上に乗り、下に組み敷かれ、一時たりとも離れられないように二人は体を重ね続けた。セシリアは幾度となく絶頂に飛び、最奥で溢れるほどレオンハルトの埒を受け止める。

　シーツも体も互いの体液でぐしょぐしょになりながら絡まると、本能のみの獣になったような心地で、セシリアは生まれて初めて全てのタガが外れるのを感じていた。

（ああ、気持ちいい……自分を取り繕うこともなく、ルールやマナーを忘れて思うままレオンハルト様に触れることのなんと心地良いこと……ずっとこうしていたい……）

　大きな手の平に撫でられ、指を食い込まされ、その指を、彼の熱い舌を舐めしゃぶり、白く太い首筋に歯を立てると、セシリアの中に埋まっていたレオンハルトの欲がグンと大きくなった。

「ひっ、ああ、レオンハルトさま、あああ、ん、ああ、ああっ」

　猛る欲は衰えることを知らず、何度でも埒を明ける。セシリアは自らも腰を揺らしながら、レオンハルトが逞しい腰を揺らしその最奥に何度目かの限界が近いことを感じた。

「ああっ、ああ、あ、ああ、あああっ、ふ、ううっ」

　ビリビリと強い電流が駆け抜け、迫る大きな絶頂に耐えるように、セシリアはレオンハルトの首筋に再び強く歯を立てた。

「ッッ……セシリア、……っぐ、ぅ……っ」

「あっ、ああああ――っっ」
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　どぷどぷと熱い劣情が放たれるのとほぼ同時に、セシリアが体を弓なりに反らし絶頂に打ち震える。そのまま脱力してベッドに沈むと、視界の端でレオンハルトの白い首筋に、くっきりと赤く噛んだ跡が見えた。

（ああ……なんて、綺麗な……）

　セシリアは言いようのない幸福感が胸を満たすのを感じながら、微睡みに落ちた。










　どれほど眠っていたのか。目を覚ますと、窓の向こうはとうに夜の帳が落ちていた。

　よほど深く眠っていたのか、寝ている間にシーツは清潔なものへと取り替えられ、身体も清められていた。

　レオンハルトが、自らセシリアの汗と愛液で汚れた身を拭ったと聞かされたときは飛び上がったが、彼は何を驚くのだと涼しい顔をしている。セシリアとしては彼にそんな手間をかけさせたくなかったが、案外隣国の王子は世話焼きなのかもしれない。

　二人寄り添って横になり、悪戯に肌を撫で、鼻先を合わせくすぐり、子供のようにくすくす笑いながら、遠くで聞こえる祭りの賑やかな音に耳を傾けていると、ふとレオンハルトが口を開いた。

「昨夜、君の母君の話を聞いた」

「え……？」

　それは思いがけないことで、一瞬何を言っているのかわからなかった。何度も反芻するうちに、急に夢から覚めたように体の芯が冷えていく。

「……誰から……」

　口にしてすぐ、そんなことを言う者はこの城でただ一人だと思い至った。

（お姉様……ね）

　姉にとって自分は母を奪った張本人だ。普段はそんな感情をつゆほども見せないが、それでも時折、「シシー」と呼ばれると、まるで責められているように感じてしまう。

　そんな彼女が、母のことをレオンハルトにどう話したのか。セシリアは知るのが怖くなった。

　聞きたくない。そう言うべきか悩んでいるうちに、レオンハルトが口を開いてしまう。

「生まれる前から君のことをシシーと呼んでいたと」

「え、ええ……私も、人伝いに聞いただけなんですけど、そうらしいです」

「そうか。よい響きだな」

　見上げると、レオンハルトは柔らかな笑みを浮かべていた。

　その笑顔にどんな意味があるのかわからず、セシリアは困惑する。途端、何を聞いたのか知りたくてたまらなくなった。レオンハルトの言葉に含まれるのが同情なのか、姉への憐憫なのか、知りたくなったのだ。

「本当にそう思いますか……？」

　けれど、口から出てきたのはそんな言葉だった。

　思いがけず疑うような声音になったことに、セシリアは自分で驚いた。

「なぜ疑う？」

　静かな低声に、セシリアは俯く。

　なんでもないと謝れば、この場はうまく収められるだろう。面倒なことを話すのは、淑女としてはあるまじき姿だ。セシリア自身も、姉妹間のことをレオンハルトに教えるのは気が進まなかった。自身が加害者であるのなら尚のことだ。

　セシリアなんていらないと言われた、幼き姉の声が再び耳の奥に聞こえてくるようだった。

（でも、レオンハルト様は……）

　初めてありのままの自分を受け入れてくれた人だ。国同士の取り決めがあるにも関わらず、自分のために身分を隠し大会にまで出て王に自分との結婚を嘆願した。そんな彼の真摯な姿勢に、向き合いたいと思った。

　セシリアは目蓋を震わせながら、緊張に大きく鼓動する胸を抑え、口を開く。

「お姉様から聞いたなら……私のせいだって聞いたと思ったので」

「それは、亡くなった原因のことか」

　静かな声に、セシリアは顔を上げる勇気もなく頷く。

「リフでは、シシーって天の使いを意味するんです。今となっては皮肉のようでしょう。私のせいでお母様が亡くなったのに、シシーだなんて。……お姉様はきっと、まだ私のことを憎んでいるんでしょうね。私だって……叶うなら、お母様のかわりに、っ」

　続きは言えなかった。大きな手が両頬を包み、無理矢理顔を上げさせられたからだ。

　視界は滲んでいた。数度瞬くと、レオンハルトの顔が見える。

「違う」

「え？」

「姉君はそうは思っていない」

　随分とはっきり言い切るその言葉に、セシリアは狼狽えた。

「それじゃ……」

「子供の頃は今の君と同じように思っていたらしいが、あるとき言われたそうだ。母君のことを知っている自分と知らぬ妹のどちらが辛いだろうかと。今の姿を母君が見たらどう思うかと。だが言葉で母の存在を説明するとひどく普通のことしか言えん。だから自分が母になったつもりで接するとき、彼女をシシーと呼ぶのだと言っていた」

「そ……そんな……」

　そんな話はまったく知らなかった。今までずっと母を奪ったことで恨まれていると思い続けていたセシリアは、突然の事実をどう受け止めたらよいのかわからず、ただ視線を惑わせた。

「だって、あんなに頼み事するときばかり……」

「ああ、最初はちょっとした注意の際に使っていたのが、なんでも言うことを聞くと分かってからは少しやりすぎたと反省していた。君が最初にヴィセルゼンに来たときもそうだったんだろう？」

　レオンハルトはどこか呆れたように首を傾げる。

「レオンハルト様……そのことをもう知って……」

　以前は場の空気を優先して自分がクロエを謀って勝手に行ったことにされたが、その後訂正する機会も謝罪する隙もなかった。

　セシリアの言葉に、レオンハルトは当然と頷く。

「あの、私、ずっと謝りたくて……ずっとよくして下さったのに、嘘をついていてごめんなさい」

「うん。あれから俺もしばらく考えたんだが、あまり意味がないことに気がついた」

「意味がない？」

　どういうことかと首を傾げるセシリアに、レオンハルトは彼女の柔らかな頬を撫でる。

「君が誰であっても、俺が好ましいと思ったのは君自身だ。平気で身分を偽り、嘘を並べ立てられる女でないことは分かっていたから、きっと理由があるのだろうと思ってな。君が第一王女だろうと、第二王女だろうと、町娘だろうと、俺は必ず捜し出しただろう」

「レオンハルト様……」

　薄闇の中でも、夜目に慣れたセシリアにはレオンハルトの表情がよく見えた。熱心な異色の瞳が向けられるのも、その表情にどこか懇願じみた感情を湛えていることも。

「正直に言えば俺は、国同士の取り決めなのだから相手など誰でも構わないと思っていた。俺はこんな見た目であるし、好かれるとも思えんしな……だが、もう他の者では駄目なのだ。セシリア、たとえ何を失っても君だけは諦められん。俺のそばにいてくれ」

　切なげな気配を含んだその声に、心からの気持ちが表れている。そんなレオンハルトの言葉にセシリアは胸を打たれた。

　頬に触れたレオンハルトの手に自分の手を重ね、ぎゅっと握ると、セシリアは熱心な瞳を彼に向けた。

「ええ。ええ……喜んで。セシリアはレオンハルト様のおそばにおります。それに……私はレオンハルト様のその見目を大変好ましいと思っています。ずっと見つめていたいくらい、その目も髪もとても美しいです」

「そうか」

　王子の言葉は小さかった。それでも、触れた指先は温かく、彼の表情が安堵し、どこか感じ入るようなものだったので、セシリアはそれだけで構わなかった。

　ドン、ドン、と遠くで花火が打ち上がる音を耳にしながら、どちらともなく唇を重ねる。これまで離れていた時間を埋めるように、若い二人は再び体を絡ませたのだった。
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「あっ……あ、ん……っ」

　朝の爽やかな光りがレースのカーテン越しに、部屋を柔らかに照らし出す中で、セシリアは甘い吐息を漏らす。

　鏡台に腰を下ろし、行儀悪く片足だけを縁に引っかけていると、否が応にも恥ずかしい部分を晒す姿勢になってしまう。その足を下ろしたくとも、足の付け根に顔を埋めた存在がそれを許さなかった。

「れ、レオンハルトさま……ああ、も、もう……っ、ああっ」

　床に膝を突いたレオンハルトは、ずじゅっじゅっとあられもない音を響かせ、セシリアの可憐な花びらから溢れる甘露を啜る。とろとろになったそこは長らくの愛撫を受け、赤く充血しはくはくと蜜口を収縮させていた。

「君が、夜まで我慢できないと言ったのだろう？」

　べろりと舐め上げ、レオンハルトは挑発するように笑み、見上げる。

「今朝はあまり時間を掛けられぬとはいえ、大事な式で花嫁に浮かない顔をさせたくないからな。気兼ねなく達するがいい」

　そう言うと、彼は親指の平で硬くしこった真珠をぐりっと押し込むように撫でた。セシリアは腰をひくつかせ短い嬌声を上げる。

「あッ、……ん、もう、意地悪です……」

　いくらそこを弄られ達しようと、数え切れないほど重ねたセシリアの体はどうしても別のものを求めてしまう。レオンハルトもそれをわかっていながら、あえて口と手でセシリアを追い詰めるのだ。だらしなく涎を垂らすように、蜜口からは絶えず愛液が滴り、その奥処はぐずぐずに蕩けて侵入者を待ち侘びている。

　拗ねるようなセシリアの言葉に、レオンハルトは低く笑うと立ち上がった。

「そうだな。耐える君はなかなか可愛くてついついやりすぎてしまう」

「レオンハルト様ったら……」

　彼の下腹部の膨らみに気づくと、セシリアはおずおずと手を伸ばして前を寛げた。ぶるりと現れる凶悪な剣に、セシリアは知らず唾を飲み込む。そんな様子に、レオンハルトは顔を綻ばせ、長い指で潤みきった蜜口を撫でた。

「ふ、ここはもう自分のものと分かっているようだな。ぱくぱくとはしたなく口を開いているぞ」

「あっ、ん、やぁ……レオンハルトさま……」

「嫌ならやめようか」

　刹那、互いの視線が交わる。最近わかったことだが、レオンハルトは意地悪だ。そう思いながらも、わかりやすい挑発に胸を高鳴らせてしまう自分がいる。

「う……」

　セシリアは恥ずかしさで顔を真っ赤にさせながら、見事に漲った彼の愛欲の先端を撫でた。途端に、これが侵入し、自分の中をいいように暴れ回ったときのえもいわれぬ快感が過ぎって、奥処が期待するように疼いて堪らなくなる。

　じんわりと先走りが滲むと、それがついた指先をそっと舌先で舐めた。

「は……あ……レオンハルトさまの、欲し……あああっ！」

　言い終わるか言い終わらないかのうちに、ぐぷぷぷっと長大な愛塊が奥深くまで突き入れられる。

　何度味わっても慣れない、大きすぎる存在に蜜肉を割り開かれ、めいっぱい蜜口を拡げられる感覚に、セシリアは息を詰めた。待ち望んだ最奥までみっちりと埋められる充足感に満たされながら、奥処をごりゅっと押し込まれ痺れる快感を全身に浴びて、大きく腰を戦慄かせる。

「ふぅ、うう……あっ、あうう……」

「っ、挿入だけでいったのか……セシリア、君はどんどん淫らになるな」

「あっ、あふ、ううっ、だ、って……ああ、レオンハルトさまの、ああっ、すごい、ん、んううっ、きもち、よくてっ、あっ、あああっ」

　逞しい首に腕を巻きつけると、腰を持ち上げるようにしてがつがつと腰を振られる。ほとんどレオンハルトの体にぶら下がるような姿勢になり、セシリアはその身にひしとしがみついて快楽に身悶えた。

　己の体重がそのままレオンハルトの愛欲に深く下ろされ、否が応でも敏感な奥処を執拗に擦り上げられると、セシリアは深く味わう悦楽にひいひいと喘ぎ、蜜壺を蠕動させる。レオンハルトもまた限界が近かったのか、うねり絞り上げる膣肉にあっという間に上り詰めていく。

「ふう、ふ、あっ、ああ、あ、レオンハルトさまぁ、も、もうっ、ああ……っっ」

「ああ、いいぞ……セシリア……っ、ふ、う……っ」

　朝日を浴び、妙な背徳感を覚えながら、間もなくセシリアは絶頂に飛ぶ。

　レオンハルトの腕に抱かれながら身をくねらせ、奥処で爆ぜる彼の放った大量の愛欲をたっぷり受け止めると、魂が触れ合うようなその瞬間、隣国の王女は恍惚と吐息を溢すのだった。

（ああ……結婚するという朝に耽ってしまうだなんて……）

　一年前のセシリアに、一年後自分がこんな状況にいるなどと言っても、にわかには信じなかっただろう。まさか婚姻を結ぶその朝から、こんなにも乱れることになろうとは。

　リフ王国での剣術大会から半年。

　ヴィセルゼン王国と国を繋ぐ結婚は第一王女から第二王女に変更されたものの、両者がそれでいいのならとレオンハルトの父も強い否定はしなかった。リフと国交が持てることに変わりないのはもちろんだが、レオンハルトの父はもともとレオンハルトに似た先進的な考え方の持ち主のようなので、柔軟なのだろう。

　セシリアがヴィセルゼンに嫁入りすることになって真っ先に警戒したのは第二王子イーヴォの存在だったが、聞けばセシリアが国に戻ってすぐに他国との外交員としてヴィセルゼンを離れたらしい。彼の任は以前から決まっていたことで、だからこそ祭典の夜が最後の機会と思いセシリアを襲ったのだ。

　レオンハルトは詳しく教えてくれないが、なかなかにきついお灸を据えたようで、式に出席するため一時的に帰国したイーヴォと昨夜再会したときは、笑顔ではあったがその表情は引き攣っていた。

「愛想のないやつだ」とレオンハルトが評したが、セシリアからするとどっちもどっちである。

　しかし最近になって、レオンハルトはよく笑うようになった。

　以前の、どこか影のある寡黙な軍人という雰囲気も悪くはなかったが、張りつめた雪のような空気が和らぎ、今は春の日だまりの如く柔らかな様子で、城内に限らず国内でもその変化が噂になっているらしい。

　ささやかではあるがそんな彼の姿が、レオンハルトを見た目だけで忌み嫌う者たちの考えを変えるきっかけになればいいとセシリアは思っている。

「あらあら、すごく綺麗な花嫁じゃない」

　昼を目前にして、数日前からヴィセルゼンに来ていた姉クロエは感嘆の声を上げた。

　数人がかりで念入りに準備を施した婚礼のドレスに身を包んだセシリアは、どこか落ち着かない気持ちで姿見に映る自分を見つめる。

「そう……でもやっぱり少し派手じゃないかしら」

「派手でいいのよ。お母様のネックレスよく似合っているわ」

　クロエに言われ、自分の胸元で光る首飾りを見やる。

　母の形見の品であるそれは、繊細な金細工の上に大小様々なダイヤがはめ込まれた贅沢なデザインで、窓から差し込む太陽光に反射してキラキラと眩い光りを放っている。

「本当に私にくれるの？　お姉様の方が似合うんじゃ」

「何言ってるのよ。せっかくの晴れ舞台にこれ以上相応しいものなんてないでしょう？　それにあたしはアンセルを婿にするんだから、そんな華美なものをつけたらアンセルが霞んでしまうわ」

　すでに尻に敷かれている様子の未来の義兄に、セシリアはつい胸の内で同情の念を抱く。

　レオンハルトから聞かされたクロエの話により、セシリアは長いこと抱いていた後ろ暗さを払拭することができた。母親というものはいまだよくわからないが、クロエには他に比べようもない愛情を抱いている。それが母のような存在というものなら、クロエは確かにセシリアにとって姉であり、母であるのだろう。

「セシリア、準備できたか」

　そのとき、身支度を終えた王子がセシリアの部屋をノックした。いよいよ結婚するのだという実感が募り、セシリアが緊張した面持ちで返事をすると、間もなくドアが開く。

　変に思われないか、変な所はないか、このドレスでよかっただろうか。髪型は、化粧は、装飾品は。急に降って湧いた不安は、しかしレオンハルトの姿を見ると全てが消え去ってしまった。

「レオンハルト様……っ？」

「あら……」

　セシリアと共に、クロエも驚いた声を上げる。礼服に身を包んだレオンハルトが想像以上の美しさだったことはもちろんだが、それ以上に、彼の髪が普段と違ったからだ。

　いつも左側を隠していた白銀の髪は、今日は真ん中から分けて後ろに流している。額を出し、自然と両目が見える髪型に、セシリアは戸惑いつつも露わになった美しい容貌に見惚れた。その異色の瞳が人目にさらされるのは嫌いだと言っていたのに、どうしたことか。

　言葉を失い凝視してしまうセシリアに、レオンハルトは気恥ずかしそうに微笑んだ。

「あらあら……大会でも見たけれど、やっぱり左右が違うのね」

　クロエは物珍しそうな好奇心を隠しもせず近寄ると、レオンハルトの顔を見つめた。

「お、お姉様」

　セシリアは姉が王子に何か失礼なことを口走らないか心配で思わず声を上げるが、レオンハルトがそれを制した。大丈夫だと、視線のみでセシリアに伝える。

「そうだ。母の血が色濃くてな」

「へえ……生まれてくる子も左右の色が違うといいわね。きっと猫ちゃんみたいでとても可愛いわ」

「猫ちゃん……？」

「お姉様！」

　きょとんとするレオンハルトをよそに、クロエは「はいはい、邪魔者は退散するわよ」と部屋を出て行った。

「あの、すみません。気にしないでください」

　消え入りたくなる恥ずかしさを覚えながら謝るが、レオンハルトは口元を押さえ静かに笑っていた。

「ふ……ふふ、構わん。確かに、君の姉だな」

「どういう意味ですか」

「いや。元気な猫ちゃんが出来るよう善処しよう」

　なんとなく面白くない気分を感じるも、楽しそうなレオンハルトを見ているとまあいいかと思えてしまうので、自分も大概レオンハルトに甘い。

　複雑な心境を抱えつつ、セシリアは見慣れないレオンハルトの姿のわけを聞いてもいいのか迷い、物言いたげな視線だけを向けた。

「なんだ？」

「いえ、あの……よろしいんですか？」

　何が、とは言わなかった。けれどレオンハルトには伝わり、静かに頷く。

「今でもあまりこの目は好きではないが……君が好きだというのなら、それで構わないと思ってな。さっきの姉君のような者も稀にいるようだし、たとえ他の誰に疎まれようと、君が好むなら隠す理由はない」

「まあ……」

　その言葉に、セシリアは胸が熱くなるのを感じた。自然と頬が緩み、いつもは二人きりのときしか見られない赤と青の瞳を見つめる。

「とても素敵です、レオンハルト様」

「ああ。君も、今日は一段と美しい」

　レオンハルトは唇を寄せようとして一度止まり、セシリアの手を握るとその手の甲にそっと口づけた。

「他の者に見せるのが勿体ないくらいだ。このまま逃げてしまおうか」

　そんな言葉に、セシリアはキョトンとする。そしてすぐに、それがセシリアのお気に入りの小説のラストをなぞっているのだと気がついた。

　以前ヴィセルゼンに缶詰になったとき、セシリアがレオンハルトに渡したものだ。本当に読んでいたとは思わず、感嘆と共に愛おしさが込み上げる。

「レオンハルト様ったら」

「そういう展開がお望みなら、な」

「いいえ。私は、レオンハルト様に王位を継いで頂きたいです。きっと素晴らしい国王になりますから」

　冗談とわかっていつつも本音を口にすると、レオンハルトは一瞬目を見開いて破顔する。

「……そうか。それでは共に向かうとしよう、セシリア」

「はい、レオンハルト様」

　腕を差し出され、セシリアがそっとその腕に手を掛けると、ゆっくりと歩み出す。

　その日、次期国王の結婚式に相応しくヴィセルゼンは快晴だった。遅く来た暖かな日差しが燦々と降り注ぎ、中庭の噴水からは清らかな水が溢れ、咲き誇った花々からは甘く香しい芳香が漂う。

　二人を祝福する鐘の音は、遠くどこまでもその地に響き渡っていた。
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